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今
後
の
予
定

　

平
成
26
年
度
の
予
定
は
以
下
の
通
り
で
す
。

◇
公
開
研
究
会・公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
◇

　

５
月
10
日
と
11
月
８
日
に
公
開
研
究
会
を
、
７

月
26
・
27
日
に
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
共
に
本
学

春
日
講
堂
に
て
開
催
予
定
で
す
。

既
刊
書

○『
い
と
く
ら
』1
～
8
号（
非
売
品
）

　

本
書
は
本
学
日
本
古
写
経
研
究
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
を
希
望
さ
れ
る
方
は
下
記
連
絡
先
に

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

○
日
本
古
写
経
善
本
叢
刊（
非
売
品
）

　

第
１
輯
『
玄
應
撰
一
切
經
音
義
二
十
五
卷
』

　

第
２
輯
『
大
乘
起
信
論
』

　

第
３
輯�『
金
剛
寺
藏�

觀
無
量
壽
經�

無
量
壽
經
優

�

婆
提
舍
願
生
偈
註
卷
下
』

　

第
４
輯
『
集
諸
經
禮
懺
儀
卷
下
』

　

第
５
輯
『
書
陵
部
藏�

無
量
壽
經
記

�

身
延
文
庫
藏�

無
量
壽
經
述
記
』

　

第
６
輯
『
金
剛
寺
藏�

寶
篋
印
陀
羅
尼
經
』

○『
日
本
現
存
八
種
一
切
経
対
照
目
録
』（
非
売
品
）

　

本
書
は
本
学
日
本
古
写
経
研
究
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○ 『
佛
教
文
獻
と
文
學
　
日
臺
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ  

シ
ョッ
プ
の
記
録
　

2 

0 

0 

7
』（
非
売
品
）

○ 『
愛
知
縣
新
城
市
德
運
寺
古
寫
經
調
査
報
告
書
　 

德
運
寺
の
古
寫
經
』（
非
売
品
）

○ 『
古
写
経
研
究
の
最
前
線
―
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演 

資
料
集
成
―
』（
非
売
品
）

ス
タ
ッ
フ
紹
介

研
究
代
表
者

落
合
俊
典（
本
学
教
授
）

研
究
分
担
者

デ
レ
ア
ヌ�

フ
ロ
リ
ン（
本
学
教
授
）

藤
井
教
公（
本
学
教
授
）

赤
尾
栄
慶�（
京
都
国
立
博
物
館
学
芸
部
副
部
長　
　

〈
上
席
研
究
員
〉）

高
田
時
雄（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
）

金
水　

敏（
大
阪
大
学
大
学
院
教
授
）

牧
野
和
夫（
実
践
女
子
大
学
教
授
）

本
井
牧
子（
筑
波
大
学
助
教
）

林
寺
正
俊（
北
海
道
大
学
准
教
授
）

三
宅
徹
誠（
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
嘱
託
研
究
員
）

学
内
研
究
協
力
者

今
西
順
吉（
本
学
教
授
・
学
長
）

津
田
眞
一（
本
学
教
授
）

末
木
康
弘（
本
学
附
属
図
書
館
副
館
長
）

斉
藤
達
也（
本
学
附
属
図
書
館
員
）

堀
伸
一
郎（
本
学
附
置
国
際
仏
教
学
研
究
所
副
所
長
）

山
野
千
恵
子

　

�（
本
学
附
置
日
本
古
写
経
研
究
所
非
常
勤
研
究
員
）

赤
塚
祐
道
・
小
島
裕
子
・
田
戸
大
智

　
　

�（
本
学
附
置
日
本
古
写
経
研
究
所
特
任
研
究
員
）

そ
の
他
、学
外
研
究
協
力
者
多
数
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員（
PD
）

上
杉
智
英
・
南　

宏
信
・
楊　

婷
婷

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
補
助
員 （
RA
）

奥
村
元
康

�　

�������　
（
平
成
25
年
12
月
現
在
）
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対  

馬  

音  

落
合
　
俊
典

いとくら：�私たちが調査している古写経を収める「経蔵」からの造語。「経」を意味するサンスクリット語 “sutra” には「いと」などの
意味があり、また「経」には「たていと」という読みがあることから、「経蔵」を「いとくら」と読んでニュースレターのタイトル
としました。

　

鎌
倉
時
代
の
初
め
の
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
、法
然
上
人
は
お
弟
子
さ
ん
に

ご
自
身
が『
阿
弥
陀
経
』を
読
誦
す
る
の
に
呉
音
と
漢
音
と
和
訓
の
三

通
り
で
何
度
も
読
誦
し
た
と
述
懐
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
呉
音
と
か
漢
音

と
い
う
の
は
、例
え
ば
建
立
は「
こ
ん
り
ゅ
う
」と
読
み
ま
す
が
、建
設
は

「
け
ん
せ
つ
」で
す
。
同
じ「
建
」と
い
う
漢
字
に
も
発
音
の
種
類
が
あ
る

の
で
す
。　

寺
院
の
建
立
と
い
う
よ
う
に
仏
教
用
語
は
大
半
が
呉
音
読
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。
法
然
上
人
の
言
葉
に
は
、実
は
呉
音
と
い
う
箇
所
が

「
対
馬
音
」と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
象
徴
的
な
言
葉
で
す
。
日
本
の

仏
教
は
直
接
中
国
か
ら
伝
来
し
た
の
で
は
な
く
、朝
鮮
半
島
か
ら
入
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
漢
字
の
音
が「
対
馬
音
」な
の
で
す
。

　

そ
れ
で
は
ど
う
し
て
朝
鮮
半
島
か
ら
の
漢
字
音
が
呉
音
な
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
は
朝
鮮
半
島
の
南
が
中
国
の
南
朝（
呉
・
晋
・
宋
・
斉
・
梁
・
陳
の

六
朝
）の
影
響
を
受
け
て
い
ま
し
た
の
で
仏
教
寺
院
で
も
呉
音
読
み
が
伝

え
ら
れ
た
の
で
す
。

　

こ
と
ほ
ど
左
様
に
古
代
中
世
の
日
本
仏
教
は
朝
鮮
仏
教
（
韓
国
仏
教
）

と
縁
が
深
い
の
で
す
。
新
羅
仏
教
は
そ
の
国
力
の
充
実
と
相
ま
っ
て
教

学
思
想
も
円
熟
し
て
い
き
ま
し
た
。
朝
鮮
仏
教
の
代
表
的
な
学
僧
は
新

羅
僧
元が

ん

曉ぎ
ょ
う（

六
一
八
～
六
八
六
）
で
す
が
、
こ
の
方
の
著
述
が
数
多
く
日

本
に
伝
来
し
て
お
り
ま
す
。
中
に
は
新
羅
で
書
写
さ
れ
た
写
本
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
る『
判
比
量
論
』（
断
簡
。
大
谷
大
学
博
物
館
蔵
）な
ど
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
新
羅
玄
一
撰『
無
量
寿
経
記
』

は
八
世
紀
の
写
本
で
す
が
、「
吉
備
公
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
吉
備

真
備（
六
九
五
～
七
七
五
）が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

新
羅
僧
が
唐
に
渡
っ
て
活
躍
し
た
事
例
も
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、

従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
日
本
古
写
経
・
仏
教
写
本
の
調
査
で

明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
は
新
羅
僧
玄
超
の
著
述
で
す
。
玄
超
は
無
名
の
人
物
に
近

い
の
で
す
が
、日
本
仏
教
と
大
い
に
関
係
が
あ
る
の
で
す
。
弘
法
大
師
空

海
の
師
匠
は
恵
果
阿
闍
梨
で
す
が
、恵
果
の
師
匠
が
こ
の
新
羅
僧
玄
超

で
す
。
驚
き
で
す
ね
。
玄
超
に
関
す
る
文
献
は
大
阪
の
天
野
山
金
剛
寺

か
ら
、ま
た
名
古
屋
の
大
須
観
音
真
福
寺
か
ら
見
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
名
古
屋
の
徳
川
美
術
館
に
あ
る『
神
通
論
』で
す
。
こ
れ

は
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
の
写
本
と
思
わ
れ
ま
す
が
、新
羅
僧
圓
測
の
著

述
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
写
本
の
一
部
を
見
た
韓
国
の
学
者
は
驚
愕

し
ま
し
た
。
百
済
の
地
か
ら
出
た
碑
文
の
文
字
に「
分
」の
草
書
体
文

字
が
あ
り
ま
し
た
が
、な
か
な
か
読
め
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
八
千
字
ほ

ど
あ
る『
神
通
論
』に
は
何
か
所
も
散
見
さ
れ
ま
す
。
こ
の
書
は
大
谷

大
学
の『
判
比
量
論
』（
重
要
文
化
財
）
と
相
似
し
て
い
ま
す
。
新
羅
か
ら

伝
来
し
た
本
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
今
後
の
研
究
が
楽
し
み
で
す
。

（
本
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
東
ア
ジ
ア
仏
教
写
本
研
究
拠
点
の
形
成
」研
究
代
表
者
）

目　次

ご
え

つ 

し 

ま
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の
系
譜
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
特
に
巻
首

か
ら
同
巻
最
初
の
正
伝
に
当
た
る
「
志
湛
伝
」
の
本
文
に
か
け
て
、
開
宝

蔵
系
統
本
の
み
と
一
致
す
る
表
現
が
数
箇
所
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
巻
の
首
題
で
あ
る
「
続
高
僧
伝
巻
第
廿
八
」
と
い
う
表
記
は
、
刊

本
大
蔵
経
本
の
首
題
で
あ
れ
ば
何
の
変
哲
も
な
い
が
、
日
本
古
写
本
と
し

て
は
か
な
り
珍
し
い
表
記
の
仕
方
で
あ
り
、
今
回
の
天
平
写
経
も
含
め
て
、

実
際
に
筆
者
が
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
九
十
巻
近
く
の
古
写
経
本
『
続
高
僧

伝
』
の
中
で
、
首
題
に
「
巻
」
と
い
う
文
字
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
興
聖
寺

本
巻
二
十
八
の
こ
の
箇
所
の
み
な
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
興
聖
寺
本
の
形
態
の
特
異
性
が
最
も
顕
著
と
な
る
の
は
、
二

箇
所
に
現
れ
る
撰
号
に
お
い
て
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
巻
一
の
冒
頭
の
「
大

唐
西
明
寺
沙
門
釈
道
宣
撰
」
と
い
う
撰
号
で
あ
る
。
こ
の
撰
号
は
、「
興
聖

寺
本
は
、
早
く
と
も
西
明
寺
が
建
立
さ
れ
た
高
宗
朝
の
顕
慶
三
年（
六
五
八
）

よ
り
以
降
に
書
写
さ
れ
た
も
の
、
と
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
藤
善

［
二
〇
〇
二
］�

二
四
六
頁
）
と
断
言
さ
れ
る
ほ
ど
、
か
つ
て
は
興
聖
寺
本
あ
る
い

は
そ
の
祖
本
の
成
立
年
代
を
示
唆
す
る
根
拠
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
古
写
経
本
『
続
高
僧
伝
』
の
中
に
撰
号
が
記
さ
れ
る
の
は
極
め
て

異
例
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
筆
者
が
調
査
中
に
見
て
き
た
古
写
経
本
の
中

で
は
、
興
聖
寺
本
以
外
に
は
全
く
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
一
方
、
刊
本

系
統
の
現
存
伝
本
の
中
で
は
、
江
南
大
蔵
経
本
は
い
ず
れ
も
「
唐
釈
道
宣

撰
」
と
記
し
、「
大
唐
西
明
寺
沙
門
釈
道
宣
撰
」
と
表
記
す
る
の
は
開
宝
蔵

系
統
本
だ
け
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
興
聖
寺
本
巻
一
に
唐
突
に

現
れ
る
撰
号
は
、
初
期
の
開
宝
蔵
系
統
本
に
拠
っ
て
対
校
を
行
っ
た
結

果
、
興
聖
寺
本
（
ま
た
は
そ
の
底
本
）
に
混
入
し
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

疑
い
を
抱
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
疑
念
を
確
信
に
変
え
た
の
は
、
今
回
の

天
平
写
経
の
調
査
過
程
で
、
興
聖
寺
本
巻
二
十
八
の
首
題
に
続
い
て
記
さ

れ
て
い
る「
大
唐
西
明
寺
沙
門
釈
道
宣
撰
明
」と
い
う
一
行
の
発
見
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
撰
号
そ
の
も
の
よ
り
も
強
く
筆
者
の
目
を
引
い
た
の
は
、
撰

号
末
尾
の「
明
」と
い
う
一
字
で
あ
っ
た
。
こ
の「
明
」字
に
意
味
は
な
く
、

通
常
で
あ
れ
ば
衍
字
と
考
え
る
べ
き
文
字
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
明
」

字
は
、
実
は
千
字
文
帙
号
な
の
で
あ
る
。
千
字
文
を
仏
典
の
帙
号
に
用
い

る
例
は
会
昌
廃
仏
の
頃
す
な
わ
ち
九
世
紀
半
ば
以
前
に
遡
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
八
世
紀
の
天
平
写
経
に
起
源
を
有
す
る
日
本
古

写
経
本
に
も
と
も
と
あ
っ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
更
に
、
拙
論

［
二
〇
一
三
］
で
も
論
じ
た
よ
う
に
、
同
巻
は
、
江
南
大
蔵
経
で
は
「
承
」
字

帙
に
入
っ
て
お
り
、「
大
唐
西
明
寺
沙
門
釈
道
宣
撰
」と
い
う
撰
号
と「
明
」

と
い
う
千
字
文
帙
号
の
両
方
を
兼
ね
備
え
て
い
る
の
は
開
宝
蔵
系
統
本
だ

け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
に
早
期
の
開
宝
蔵
系
統
本
だ
け
と
一
致
す
る

よ
う
な
特
徴
が
、
興
聖
寺
本
に
は
、
ほ
か
に
も
多
数
存
在
し
て
い
る
た
め
、

同
本
が
開
宝
蔵
系
統
の
刊
本
に
拠
っ
て
部
分
的
に
校
訂
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
ほ
ぼ
確
実
と
考
え
る
。

　

こ
う
し
た
興
聖
寺
本
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
平
安
時
代

以
降
に
成
立
す
る
日
本
古
写
経
本
の
性
格
が
極
め
て
複
雑
で
あ
り
、
特
に

そ
の
起
源
や
系
譜
を
確
定
す
る
に
は
非
常
な
慎
重
さ
が
要
求
さ
れ
る
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
に
立
ち
な
が
ら
、
拙
論

［
二
〇
一
四
Ｂ
］
で
は
、
こ
れ
ま
で
問
題
視
さ
れ
て
き
た
「
慧
遠
伝
」
の
内

容
の
変
遷
に
つ
い
て
も
考
察
を
試
み
た
が
、
そ
の
結
果
、
後
期
開
宝
蔵
系

統
本
に
属
す
る
高
麗
再
雕
蔵
本
・
金
蔵
本
や
江
南
大
蔵
経
系
統
の
開
元

本
・
思
渓
本
と
対
比
す
れ
ば
、
石
山
寺
本
・
興
聖
寺
本
・
金
剛
寺
本
・
七
寺

本
の
四
本
に
は
全
体
と
し
て
共
通
す
る
点
が
多
く
認
め
ら
れ
、
刊
本
テ
キ

ス
ト
と
は
や
は
り
一
線
を
画
す
形
態
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
ま
た
、
前
述
の
巻
二
十
八
と
同
様
に
、
日
本
古
写
経
本
の
巻
八

に
も
ま
た
早
期
の
江
南
大
蔵
経
系
統
の
開
元
本
と
だ
け
共
通
す
る
表
現
や

語
句
が
同
巻
の
全
体
を
通
じ
て
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。
一
方
、
日
本
古
写

経
諸
本
間
の
相
互
比
較
を
通
し
て
見
れ
ば
、
石
山
寺
本
と
興
聖
寺
本
、
金

剛
寺
本
と
七
寺
本
と
非
常
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
そ

れ
ぞ
れ
同
一
の
伝
本
の
系
譜
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
考
え
て
間
違
い
な
か
ろ

う
。
な
お
、
こ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
分
け
る
最
も
顕
著
な
差
異
は
、
と

り
わ
け
「
慧
遠
伝
」
の
対
論
部
分
に
集
中
的
に
存
在
し
て
い
て
、
こ
こ
で
も

石
山
寺
本
と
興
聖
寺
本
は
初
期
開
宝
蔵
系
統
本
・『
広
弘
明
集
』・『
集
古

今
仏
道
論
衡
』
と
共
通
す
る
表
現
や
語
句
を
十
箇
所
に
わ
た
り
採
用
し
て

い
る
。
一
方
、
金
剛
寺
本
と
七
寺
本
は
数
箇
所
の
表
現
や
語
句
に
お
い
て

開
元
本
と
の
共
通
性
を
示
す
に
過
ぎ
ず
、
両
者
の
相
違
が
際
立
つ
結
果
と

な
っ
た
。
こ
の
事
実
か
ら
も
、
興
聖
寺
本
・
石
山
寺
本
は
、
や
は
り
初
期

開
宝
蔵
系
統
本
に
基
づ
く
校
訂
を
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

も
し
興
聖
寺
本
の
成
立
過
程
で
開
宝
蔵
本
に
基
づ
く
校
訂
が
加
え
ら
れ

た
と
い
う
事
実
を
視
野
に
入
れ
ず
に
、
現
状
の
ま
ま
の
興
聖
寺
本
を
一
つ

の
基
準
と
し
て
『
続
高
僧
伝
』
と
い
う
文
献
の
成
立
過
程
を
想
定
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
『
続
高
僧
伝
』
の
成
立
年
代
を
決
定
す
る
こ
と
に
は
無
理
が

あ
る
と
考
え
る
。
興
聖
寺
本
と
、
ほ
か
の
日
本
古
写
経
本
お
よ
び
刊
本
大

蔵
経
諸
本
と
の
比
較
校
異
を
重
ね
て
、
慎
重
を
期
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
興
聖
寺
本
は
、
角
度
を

変
え
て
み
れ
ば
、
ま
さ
に
日
本
古
写
経
本
と
刊
本
大
蔵
経
本
の
両
方
の
特

徴
を
具
え
た
文
献
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
成
立
の

時
代
や
地
域
を
そ
れ
ぞ
れ
異
に
す
る
二
系
統
の
テ
キ
ス
ト
が
交
差
す
る
地

点
に
位
置
す
る
類
稀
な
文
献
な
の
で
あ
る
。

拙
論
［
二
〇
一
三
］「『
続
高
僧
伝
』
研
究
序
説
―
刊
本
大
蔵
経
本
を
中
心
と
し
て
」　

　
（『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
十
八
号
、
二
〇
三
～
二
五
八
頁
）
。

拙
論
［
二
〇
一
四
Ａ
］「
興
聖
寺
本
『
続
高
僧
伝
』
―
刊
本
大
蔵
経
本
と
日
本
古
写
経

　
　

�

本
と
の
交
差
―
」、日
本
古
写
経
善
本
叢
刊
第
八
輯�『
続
高
僧
伝�

巻
四�

巻
六
』。

拙
論
［
二
〇
一
四
Ｂ
］「
石
山
寺
一
切
経
本
『
続
高
僧
伝
』
の
系
譜
―
鶴
見
大
学
蔵
巻�

��

八
に
関
す
る
所
見
―
」
、
拙
著
『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
モ
ノ
グ
ラ
フ
シ�������

���

リ
ー
ズ
Ｉ
：
石
山
寺
一
切
経
本
『
続
高
僧
伝
』
巻
八
―
翻
刻
と
書
誌
学
的
研
究

�������

―
』（
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
二
月
）
、
五
五
～
八
〇
頁
。

藤
善
眞
澄
［
二
〇
〇
二
］『
道
宣
伝
の
研
究
』
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
。

（
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所�

准
教
授
）

　

日
本
古
写
経
本
『
続
高
僧
伝
』
は
、
七
四
〇
年
の
光
明
皇
后
御
願
文
を

も
つ
古
写
本
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
の
巻
二
十
八
、
東
大
寺
所
蔵
の
巻
二
十
九
、
正
倉

院
所
蔵
の
巻
三
十
の
三
巻
の
み
所
在
判
明
）
を
最
古
と
す
る
が
、
そ
の
現
存
伝
本

の
主
体
を
な
す
の
は
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
書
写
さ
れ
た
一
切
経
に
関
し
て

は
、
そ
れ
を
刊
本
大
蔵
経
の
模
写
、
と
短
絡
的
に
考
え
ら
れ
て
い
た
時

期
も
あ
っ
た
が
、
近
年
で
は
そ
の
中
核
を
構
成
す
る
経
巻
に
は
中
国
の

写
本
大
蔵
経
時
代
に
起
源
を
求
め
得
る
も
の
も
あ
る
こ
と
が
す
で
に
判

明
し
て
い
る
。
現
在
、
平
安
時
代
以
降
に
成
立
し
た
日
本
古
写
経
本
に

関
す
る
文
献
学
的
研
究
で
は
、
書
写
年
代
だ
け
を
根
拠
に
そ
れ
ら
の
系

譜
を
確
定
す
る
の
で
は
な
く
、
現
存
諸
伝
本
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、

対
象
と
な
る
伝
本
が
書
写
さ
れ
た
際
に
使
用
さ
れ
た
底
本
の
種
類
を
特

定
し
、
そ
の
伝
本
の
系
譜
を
見
極
め
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
な
作
業
と

な
っ
て
い
る
。

　

平
安
時
代
以
降
に
書
写
さ
れ
た
一
切
経
に
含
ま
れ
て
い
る『
続
高
僧
伝
』

に
関
し
て
は
、
興
聖
寺
本
・
七
寺
本
・
金
剛
寺
本
に
限
定
し
て
言
え
ば
、
分

科
・
分
巻
に
お
い
て
刊
本
大
蔵
経
系
統
本
の
開
宝
蔵
系
統
本
お
よ
び
北
方

系
統
本
と
全
く
同
様
で
あ
る
が
、
収
録
正
伝
数
は
合
計
三
百
八
十
五
人

（
興
聖
寺
本
の
み
三
百
八
十
八
人
）
が
数
え
ら
れ
る
。
こ
の
総
数

は
、『
続
高
僧
伝
』
の
序
文
で
告
げ
ら
れ
た
「
三
百
四
十
人
」

と
い
う
数
字
よ
り
四
十
五
人
ほ
ど
超
過
し
て
い
る
が
、
初

期
開
宝
蔵
系
統
本
の
三
百
九
十
五
人
、
北
方
系
統
本
の

四
百
五
人
、
後
期
開
宝
蔵
系
統
本
の
四
百
十
四
人
、
そ
し

て
江
南
系
統
本
の
四
百
八
十
六
人
と
い
う
正
伝
収
録
数
よ
り
は
る
か
に
少

な
い
も
の
で
あ
り
、
現
存
諸
本
の
中
で
は
よ
り
古
い
成
立
段
階
の
形
態
を

留
め
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
、
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
収
録
状
況
と
個
々
の

伝
記
本
文
に
保
存
さ
れ
て
い
る
素
朴
な
形
態
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
古
写
経
本
は
、
刊
本
大
蔵
経
の
系
譜
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
は
な

く
、
い
ち
早
く
唐
か
ら
奈
良
時
代
の
日
本
に
伝
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
中

国
に
お
け
る
そ
れ
以
降
の
改
変
を
免
れ
、
平
安
時
代
以
降
の
日
本
で
幾
た

び
か
転
写
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
推
定
を
裏
づ
け
て
く
れ
る
の
が
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
の
光
明
皇

后
御
願
経
本
『
続
高
僧
伝
』（
巻
二
十
八
）
と
い
う
七
四
〇
年
頃
成
立
の
天
平

写
経
の
存
在
で
あ
る
。
同
写
本
は
巻
末
の
一
紙
だ
け
が
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
掲
載
を
通
じ
て
知
ら
れ
て
き
た
が
、
筆
者
が
実
際
に
そ
の
全
容
を
通

覧
で
き
た
の
は
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
二
十
七
日
の
調
査
時
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
京
都
国
立
博
物
館
の
赤
尾
栄
慶
先
生
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
実
現
し

た
調
査
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
際
に
は
赤
尾
先
生
か
ら
様
々
な
ご
教
示
を
頂

い
た
。
こ
の
調
査
後
に
文
字
デ
ー
タ
の
分
析
を
実
施
し
た
結
果
、
興
聖
寺

本
・
七
寺
本
・
金
剛
寺
本
な
ど
の
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
書
写
さ
れ
た
『
続
高

僧
伝
』
巻
二
十
八
の
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
誤
字
・
脱
字
・
脱
文
が
多

数
存
在
す
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
上
記
の
天
平
写
経
の
内
容
を
受
け
継
い

で
い
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
更
に
、

諸
刊
本
と
の
比
較
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
し
て
、
同
巻
の
構

成
な
い
し
収
録
正
伝
数
は
初
期
開
宝
蔵
本
（『
指
要
録
』
に
基
づ
く
）
と
完
全

に
一
致
し
て
い
る
が
、本
文
中
に
現
れ
る
語
句
等
は
江
南
大
蔵
経
系
統
本
、

そ
の
中
で
も
特
に
早
期
の
福
州
版
本
の
そ
れ
に
よ
り
近
接
し
て
い
る
こ
と

が
、
特
筆
に
値
す
る
発
見
で
あ
っ
た
。

　

以
前
、
拙
論
［
二
〇
一
三
］�

で
は
、『
続
高
僧
伝
』
の
全
体
的
構
成
と
正

伝
収
録
者
数
に
基
づ
け
ば
、
諸
刊
本
の
中
で
は
、
初
期
開
宝
蔵
系
統
本
が

最
も
古
く
、
そ
し
て
日
本
古
写
経
本
の
形
態
に
近
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

こ
れ
は
巻
二
十
八
に
つ
い
て
も
該
当
す
る
。
す
な
わ
ち
、
後
期
開
宝
蔵
系

統
本
（
巻
二
十
八
）
お
よ
び
す
べ
て
の
江
南
大
蔵
経
系
統
本
（
そ
の
巻
二
十
九
の

後
半
に
相
当
す
る
）
が
十
四
人
の
正
伝
を
収
め
る
一
方
で
、
初
期
開
宝
蔵
系

統
本
は
日
本
古
写
経
本
と
同
様
に
十
一
人
の
み
を
収
録
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
本
は
ほ
か
の
諸
刊
本
よ
り
も
日
本
古
写
経
本
に
近
接
し
た
テ
キ
ス

ト
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
の
天
平
写
経
本
の
調
査
か
ら
得
ら
れ
た

新
知
見
は
、
構
成
と
正
伝
収
録
者
数
に
着
目
す
れ
ば
確
か
に
初
期
開
宝
蔵

系
統
本
が
日
本
古
写
経
本
に
よ
り
近
い
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、

本
文
中
に
現
れ
る
語
句
等
に
関
し
て
言
え
ば
、
む
し
ろ
福
州
版
と
い
う
江

南
の
私
版
大
蔵
経
本
の
ほ
う
が
日
本
古
写
経
本
と
の
間
に
看
過
し
難
い
共

通
点
を
、
少
な
か
ら
ず
有
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
共

通
点
、
つ
ま
り
は
開
宝
蔵
系
統
本
と
福
州
版
本
と
の
間
に
存
在
す
る
差
異

に
は
、『
続
高
僧
伝
』
の
成
立
過
程
で
生
じ
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
底
本
校

訂
基
準
を
め
ぐ
る
勅
版
大
蔵
経
（
開
宝
蔵
）
と
私
版
大
蔵
経
（
福
州
版
）
と
の

違
い
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
も
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
や
は
り
国
家
事
業
で
あ
る
勅
版
の
雕
刻
に
は
極
め
て
厳
格
な

校
訂
作
業
が
伴
い
、
そ
の
際
に
は
誤
字
・
脱
字
の
訂
正
の
み
な
ら
ず
、
表
現

や
語
句
等
の
校
訂
・
修
正
、
更
に
は
異
体
字
の
統
一
等
が
一
定
の
規
準
に

沿
っ
て
厳
し
く
行
わ
れ
た
た
め
、
全
体
と
し
て
は
底
本
の
構
成
と
形
態
を

保
全
し
な
が
ら
も
、
福
州
版
等
の
私
版
大
蔵
経
と
比
べ
る
と
、
個
々
の
文

字
表
記
や
語
句
等
は
底
本
の
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
採
用
す
る
の
で
は
な
く
、

開
宝
蔵
独
自
の
規
準
や
格
調
に
適
合
す
る
も
の
に
変
え
た
場
合
も
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。

　

興
聖
寺
本
に
は
、
初
期
開
宝
蔵
本
を
校
本
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る

部
分
的
な
修
訂
・
増
補
が
散
在
し
て
い
る
こ
と
を
拙
論
［
二
〇
一
三
］

［
二
〇
一
四
B
］
に
て
指
摘
し
て
き
た
が�

、
今
回
の
調
査
の
結
果
、
そ
れ
と

同
様
の
現
象
が
巻
二
十
八
に
お
い
て
も
生
じ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
興
聖
寺
本
巻
二
十
八
は
、
誤
字
・
脱
字
が
多
く
あ
る
も

の
の
、
収
録
者
数
や
全
体
的
内
容
に
関
し
て
は
上
記
の
天
平
写
経
と
同
一

日
本
古
写
経
本『
続
高
僧
伝
』

池
　
麗
梅

興聖寺本巻二十八　巻首
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岩
屋
寺
高
僧
伝
と
加
注
し
た
人
物

　

愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
の
山
深
い
幽
邃
の
地
に
、
霊
亀
元
年
、
行
基

の
創
建
に
か
か
る
と
い
う
真
言
宗
大
慈
山
岩
屋
寺
が
あ
る
。
八
角
輪
蔵
を

備
え
た
木
造
の
経
蔵
を
残
す
境
内
に
は
、
昭
和
十
四
年
に
国
宝
指
定
さ
れ

た
南
宋
思
渓
版
一
切
経
が
、
当
時
新
た
に
建
造
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
堅
牢
な
収
蔵
庫
に
お
さ
め
ら
れ
、
今
に
至
る
ま
で
大
切
に
守
ら
れ
て
い

る
。
昭
和
十
年
、
小
野
玄
妙
博
士
に
よ
る
一
切
経
悉
皆
調
査
、
そ
の
後
の

数
次
に
渡
る
調
査
成
果
を
公
開
す
る
形
で
、
翌
年
十
一
月
、
上
野
寬
永
寺

で
行
わ
れ
た
東
京
大
蔵
会
主
催
「
第
二
十
二
回
大
蔵
会
」
に
て
、
岩
屋
寺

の
書
入
や
奧
書
等
を
持
つ
重
要
な
経
巻
が
紹
介
さ
れ
た
が
、そ
の
中
に
も
、

本
小
文
で
紹
介
す
る
『
高
僧
伝
』
十
四
巻
は
含
ま
れ
て
い
た（
１
）。

　
『
高
僧
伝
』
を
含
む
岩
屋
寺
思
渓
版
一
切
経
は
、
南
宋
の
淳
祐
年
間

（
一
二
四
一
―
五
二
）の
修
補
後
の
も
の
で
、少
な
く
と
も
そ
れ
以
降
、一
二
八
一

年
ま
で
の
間
に
我
が
国
へ
将
来
さ
れ
た
と
い
う（
２
）。�

そ
れ
は『
高
僧
伝
』巻
五
、

七
、十
、十
二
、十
三
、十
四
の
巻
末
に
附
さ
れ
た
准
后
法
助
の
識
語
よ
り
明

ら
か
と
な
る
。
そ
こ
に
は
、法
助
が
開
田
荘
（
も
と
は
父
九
条
道
家
の
所
領
、相
伝

し
て
仁
和
寺
の
門
跡
領
と
な
っ
て
い
た
）の
遠
所
別
院
に
退
隠
し
て
い
た
ち
ょ
う
ど

そ
の
頃
、
弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）
の
五
月
十
九
日
か
ら
六
月
二
十
八
日
の
約

四
十
日
の
間
に
披
読
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
巻
十
四
、
永
仁
元
年
（
一
二
九
三
）
の
恵
林
房
経
弁
の
手
に
な
る
奧

書
に
、「
此
伝
一
部
十
四
巻
、
桂
大
納
言
入
道
殿
自
筆
之
点
本
也
」
云
々
と

あ
る
。
こ
れ
は
、一
二
八
一
年
の
法
助
奧
書
時
点
か
ら
高
山
寺
に
施
入
さ
れ

る
ま
で
の
十
二
年
間
に
、
桂
大
納
言
入
道
藤
原
光
頼
（
一
一
二
四
―
一
一
七
三
）

自
筆
本
を
祖
本
と
し
て
朱
墨
訓
が
移
点
さ
れ
た
と
、
経
弁
が
理
解
し
て
い
た

こ
と
を
物
語
る
。
つ
ま
り
、
頭
注
を
含
む
朱
墨
点
は
、
平
安
後
期
の
古
形
を

伝
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
頭
注
を
記
し
施
点
し
た
人
物
は
明

ら
か
で
な
い
が
、
祖
本
の
存
在
を
前
提
と
し
て
も
、
相
当
に
博
学
で
、
漢
籍

を
渉
獵
し
う
る
地
位
に
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
。
以
下
に
論
じ
る
頭
注
部
分

の
引
用
外
典
の
豊
富
さ
か
ら
も
そ
れ
は
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
　
　

岩
屋
寺
高
僧
伝
頭
注
所
引
外
典　
　

　

頭
注
は
全
巻
に
渉
っ
て
墨
筆
に
て
書
か
れ
、
朱
に
よ
る
加
点
が
な
さ
れ

る
。
本
文
の
朱
墨
訓
や
書
入
と
は
別
筆
。
内
容
は
主
に
語
義
解
釈
、
反

切
、
本
文
の
文
字
勘
誤
。
こ
れ
ら
の
た
め
に
引
用
さ
れ
た
漢
籍
は
（
書
名
を

記
さ
な
い
も
の
も
含
め
）
次
の
通
り
。

　

周
易
三
条　

毛
詩
（
注
含
む
）
五
条　

周
礼
二
条　

礼
記
三
条

　

左
伝
一
条　

呂
氏
春
秋
（
高
誘
注
）
一
条　

論
語
四
条

　

切
韻
二
十
二
条　

韻
略
三
条　

広
韻
一
条　

字
書
二
条　

史
記
一
条

　

孫
卿
子　

漢
書
芸
文
志
（
二
書
は
『
仇
池
筆
記
』
か
ら
の
孫
引
）
一
条

　

晋
書
一
条　

宋
書
一
条　

南
史
一
条　

老
子
経
一
条

　

文
選
序
一
条

　

総
じ
て
十
八
種
、
延
べ
五
十
四
条
、
な
か
で
も
切
韻
系
韻
書
か
ら
の
引

用
の
多
さ
は
注
目
に
値
す
る
。
ま
ず
は
頭
注
所
引
外
典
の
特
徴
的
な
も
の

を
三
点
、
紹
介
し
よ
う
。

　
　
（
一
）『
論
語
』

　

四
条
が
引
用
さ
れ
る
『
論
語
』
は
、
注
を
記
す
二
条
に
よ
っ
て
、
何
晏
集

解
本
系
統
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
朱
に
よ
る
詳
細
な
訓
が
附
さ

れ
、
鎌
倉
以
降
の
写
本
し
か
現
存
し
な
い
『
論
語
』
の
平
安
期
の
読
み
を

今
に
伝
え
る
資
料
の
一
つ
と
言
え
る
。（
石
塚
晴
通
先
生
ご
教
示
）
。
惜
し
む
ら

く
は
四
条
い
ず
れ
も
、
関
係
性
の
よ
り
高
い
高
山
寺
本
諸
論
語
と
の
一
致

を
見
な
い
た
め
、
そ
の
教
学
の
系
統
を
判
別
で
き
な
い
。

　
　
（
二
）『
仇
池
筆
記
』
巻
上
「
成
相
」
か
ら
の
引
用

　
『
高
僧
伝
』
巻
十
邵
碩
伝
の
頭
注
に
、『
荀
子
』
と
『
漢
書
』
芸
文
志
を

引
く
。
だ
が
こ
れ
は
蘇
東
坡
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
『
仇
池
筆
記
』
か
ら
の

孫
引
と
覚
し
く（
３
）、『
荀
子
』
成
相
篇
に
は
当
該
文
が
無
い
。
頭
注
に
引
く

『
毛
詩
』『
左
伝
』『
礼
記
』
の
引
用
条
が
、
韻
書
等
か
ら
の
孫
引
で
あ
る
可
能

性
を
否
定
で
き
な
い
の
に
対
し
て
、
加
注
者
は
『
仇
池
筆
記
』
に
つ
い
て
は

直
に
見
た
上
で
、
頭
注
に
記
し
た
ら
し
い
。

東
坡
詩
が
五
山
僧
ら
に
よ
く
読
ま
れ
た
の

は
周
知
の
事
実
だ
が
、
本
書
の
よ
う
な
筆
記

も
単
行
書
と
し
て
将
来
さ
れ
て
い
た
か
は

明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
本
書
を

節
略
し
た
曽
慥
『
類
説
』（
巻
九
）
を
用
い
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
伝
蘇

東
坡
作
品
の
比
較
的
早
い
時
期
の
将
来
を

示
す
も
の
と
言
え
る
。

　
　
（
三
）『
老
子
』
の
ヲ
コ
ト
点

　
『
高
僧
伝
』
巻
十
一
習
禅
篇
の
論
の
頭
注
に
、『
老
子
』
重
徳
第
二
十
六

の
「
静
ハ
躁
カ
君
為た

リ
云
々
」
が
引

用
さ
れ
、「
静
」、「
躁
」
二
字
に
ヲ
コ

ト
点
（
経
伝
点
）
が
記
さ
れ
る
。
頭
注

に
ヲ
コ
ト
点
が
附
さ
れ
る
の
は
こ
の

条
の
み
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
は
祖
本

（
藤
原
光
頼
加
点
本
）
か
ら
移
点
し
た
結

果
と
推
測
さ
れ
、
祖
本
の
存
在
を
示

す
貴
重
な
例
と
い
え
る
。

　
　
　

韻
書
な
ら
び
に
切
韻
系
韻
書

　

韻
書
の
引
用
の
多
さ
は
、
本
頭
注
の
特
色
で
あ
り
、
書
名
著
者
名
を

冠
す
る
三
十
一
条
の
ほ
か
、
語
義
解
釈
を
示
す
多
く
の
部
分
が
、
実
は

韻
書
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。
著
者
名
を
冠
す
る
も
の
に
、

　

陸
法
言�

一
条　

郭
知
玄�

四
条　

麻
杲�

二
条　

韓
知
十�

二
条�

　

　

武
玄
之�

三
条　

釈
氏����

四
条　

薛
峋�

四
条　

孫
愐����

五
条

　

祝
尚
丘�

一
条

が
あ
り
、
そ
の
多
く
が
唐
代
の
切
韻
系
韻
書
で
あ
る
。
内
容
を
見
る
と
、

反
切
を
示
す
の
は
二
条
の
み
（
巻
六
僧
肇
伝
、
巻
十
杯
度
伝
の
頭
注
）
、
ほ
か
は

み
な
語
義
解
釈
に
専
心
す
る
。
こ
の
う
ち
、
一
度
の
引
用
に
二
家
の
切
韻

を
採
用
す
る
例
は
四
条
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　

籍
、
郭
知
玄
曰
、
簿
籍
書
也
。

　
　

麻
果
云
、
名
位
高
卑
之
書
也
。

　
　
　
　
　
　
　

�（
巻
七
：
釈
僧
導
伝
）

「
籍
」
と
は
、
郭
知
玄
の
『
切
韻
』
に
、「
簿
と
は

籍
書
（
公
式
文
書
）
で
あ
る
」
と
い
う
。

麻
果
（
４
）�

『
切
韻
』
に
は
、「
官
職
と
地
位
の
ラ
ン

ク
を
記
し
た
文
書
の
こ
と
」
と
い
う
。

　

こ
れ
は
、
切
韻
佚
文
を
蒐
集
し
た
［
上
田
一
九
八
四
］
に
、
信
瑞
『
浄
土

三
部
経
音
義
集
』
巻
一
（
大
正
蔵
五
七
冊
、
三
八
五
下
）
か
ら
の
採
録
と
し
て
見

え（
５
）�

、
次
の
よ
う
に
完
全
に
一
致
す
る
。

「
群
籍
」
、
東
宮
切
韻
曰
、
陸
法
言
云
、
籍
、
秦
昔
反
。
郭
知
玄

0

0

0

云0

、
簿
籍
0

0

書
也
0

0

。
釈
氏
云
、戸
書
也
。
武
玄
之
云
、古
者
、無
紙
以
竹
殺
青
為
簿
籍
、

及
写
書
。
麻
杲
云

0

0

0

、
六
籍
六
経
、
周
礼
小
行
人
掌
邦
（
國
）
賓
客
之
礼
籍
。

礼
籍
者
、
名
位
高

0

0

0

（
現
行
本
作
尊
）
卑
之
書

0

0

0

。
祝
尚
丘
云
、
通
籍
二
尺
、
竹

牒
也
。
又
凡
書
於
簡
札
、
皆
曰
籍
。（
傍
点
筆
者
）

ま
た
、残
り
の
三
条
の
配
列
は
、「
韓
知
十
・
武
玄
之
」（
巻
四
支
遁
伝
）／「
薛
峋
・

孫
愐
」（
巻
六
僧
肇
伝
）／「
郭
知
玄
・
麻
果
」（
巻
十
杯
度
伝
）の
如
く
で
、こ
れ
は
、

平
安
時
代
の
音
韻
書
『
東
宮
切
韻
』
に
つ
い
て
記
し
た
禅
覚
（
一
一
七
四
―

一
二
二
〇
）『
三
僧
記
』「
入
東
宮
切
韻
十
三
家
」
に
記
さ
れ
る
配
列
順（
６
）と
す
べ

て
合
致
す
る
。
さ
ら
に
、
上
述
の
著
者
名
を
記
す
切
韻
系
韻
書
も
み
な
こ

の
十
三
家
の
中
に
含
ま
れ
る
の
に
対
し
、『
三
僧
記
』
に
「
不
入
」
と
さ
れ
た

三
家
の
切
韻
は
一
切
引
用
さ
れ
な
い
。
よ
っ
て
、頭
注
に
引
用
さ
れ
た
著
者

名
を
冠
す
る
各
種
切
韻
は
、
い
ず
れ
も
『
東
宮
切
韻
』
か
ら
の
孫
引
と
考
え

ら
れ
る
。

　

次
に
、
出
典
を
記
さ
ず
語
義
解
釈
の
み
を
記
す
条
も
ま
た
、
韻
書
を
用
い

た
形
跡
が
あ
る
。
明
ら
か
に
『
東
宮
切
韻
』
か
ら
引
用
し
た
例
と
し
て
は
、

巻
八「
釈
智
林
伝
」頭
注
に
、「
詮
、
具
也
。
具
説
事
理
也
。」が
、『
東
宮
切
韻
』

に
「
釈
氏
云
、
擇
。
薛
峋
云
、
具
也
0

0

。
説
事
理
曰
詮

0

0

0

0

0

。
麻
杲
云
、
理
也（
７
）。（

傍

点
筆
者
）」�

と
一
致
を
み
る
。
同
様
の
事
例
は
他
に
も
い
く
つ
か
あ
る
が
、
す

べ
て
が『
東
宮
切
韻
』に
基
づ
く
わ
け
で
は
な
く
、『
考
声
切
韻
』、『
韻
英
』、

『
広
韻
』
な
ど
の
他
韻
書
か
ら
引
用
し
た
ら
し
い
事
例
も
あ
る
。
語
義
解
釈

を
頭
注
に
記
す
に
あ
た
り
、
加
注
者
が
い
ず
れ
の
韻
書
を
見
た
か
特
定
す
る

の
は
、唐
代
切
韻
系
韻
書
が
完
本
と
し
て
現
存
し
な
い
今
、困
難
を
極
め
る
。

た
だ
、い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
時
「
A
、
B
也
（
A
と
は
B
で
あ
る
）」
式
の
辞
書

的
な
語
義
を
調
べ
る
に
は
、
韻
書
を
見
る
の
が
最
も
手
っ
取
り
早
か
っ
た
。

お
そ
ら
く
加
注
者
は
、『
東
宮
切
韻
』
、『
広
韻
』
を
始
め
と
す
る
韻
書
を
多

数
閲
覧
で
き
る
環
境
に
お
り
、
そ
れ
を
手
元
に
置
き
つ
つ
、
適
宜
妥
当
な
も

の
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
韻
書
と
は
本
来
、
漢
字
を
韻
に
よ
っ
て
分
類
し
そ
の
音
義
を

示
し
た
も
の
で
、
そ
の
本
来
の
意
味
で
『
高
僧
伝
』
頭
注
に
用
い
ら
れ
た
の

も
ま
た
、
切
韻
系
韻
書
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
頭
注
に
は
『
広
韻
』
か
ら
の
引

用
一
則
（
巻
五
：
竺
道
壹
伝
）
も
あ
る
も
の
の
、
反
切
を
示
し
た
七
条
の
う
ち
六

条
は
、「
〇
〇
反
」
と
表
記
さ
れ
、『
広
韻
』
が
そ
の
音
を
示
す
際
に
用
い
る

「
〇
〇
切
」の
表
記
と
は
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、語
義
自
体
は『
広
韻
』

と
一
致
す
る
も
の
も
多
い
か
ら
、『
広
韻
』
を
参
照
し
た
可
能
性
も
否
定
は

で
き
な
い
が
、
同
一
部
分
の
『
東
宮
切
韻
』
佚
文
が
存
し
な
い
た
め
、
唐
代

切
韻
諸
書
の
反
切
や
語
釈
を
、『
広
韻
』
の
そ
れ
と
比
較
し
て
明
ら
か
に
す

る
術
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
『
広
韻
』
は
孫
愐
切
韻
の
増
補
改
訂
版

で
あ
る
か
ら
、『
東
宮
切
韻
』
に
も
か
か
る
字
義
や
反
切
が
あ
っ
た
と
想
像

す
る
こ
と
は
可
能
で
は
あ
る
。

　

本『
高
僧
伝
』と
同
様
に
、未
だ
経
蔵
や
書
庫
に
眠
る
書
の
な
か
に
は
、『
東

宮
切
韻
』を
引
用
し
た
も
の
が
存
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ら
の
佚
文

に
こ
の
部
分
の
反
切
や
解
釈
が
保
存
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、本『
高
僧
伝
』加

注
者
が
反
切
を
記
す
際
に
い
ず
れ
の
韻
書
を
用
い
た
の
か
、
よ
り
明
確
に
な

ろ
う
。
唐
代
韻
書
の
佚
文
の
発
見
と
今
後
の
研
究
の
進
展
を
期
待
し
た
い
。

　

以
上
、
岩
屋
寺
高
僧
伝
頭
注
の
切
韻
系
韻
書
を
中
心
に
雑
駁
な
検
討
を

加
え
て
み
た
が
、
確
か
な
こ
と
は
、
注
を
加
え
る
に
際
し
、『
東
宮
切
韻
』

を
始
め
と
し
て
、
唐
代
の
切
韻
系
諸
書
が
か
な
り
頻
繁
に
参
照
さ
れ
た
ら

し
い
事
実
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
利
用
に
は
、
語
義
説
明
と
い
う
辞
書
的

な
価
値
に
よ
り
重
き
が
置
か
れ
て
い
た
。

　

頭
注
や
本
文
に
ふ
ら
れ
た
訓
点
や
仮
名
は
、
こ
の
注
が
鎌
倉
期
に
附
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
が
、
し
か
し
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
見

て
い
く
と
、
よ
り
古
い
平
安
期
の
古
形
を
留
め
た
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。

そ
の
意
味
で
も
、
本
頭
注
の
意
義
は
誠
に
大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

尚
、
頭
注
に
は
朱
に
よ
る
「
○
」「
￢
」
等
の
庵
点
（
科
段
符
号
）
が
認
め
ら

れ
る
も
の
の
、
こ
の
記
号
と
本
文
と
の
関
係
は
一
貫
性
に
乏
し
い
。
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

　

１
．『
昭
和
十
一
年
十
一
月
八
日
第
二
十
二
回
大
蔵
会
展
観
目
録
』
大
塚
巧
芸
社
、
三
一

～
三
三
頁
。

　

２
．
上
杉
智
英
「
寺
院
紹
介　

岩
屋
寺
」
、
本
誌
一
〇
頁
。　

　

３
．『
仇
池
筆
記
』
巻
上
「
論
文
選
」
孫、

、

、

、

、

、

、

卿
子
書
有
韻
語
者
、
其
言
鄙
近
、
多、

、

、

、

云
成
相
、
莫

曉
其
義
。
前、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

漢
芸
文
志
詩
賦
類
中
有
成
相
雑
詞
十
一
篇
、
則、

、

、

、

、

成
相
古
謳
謠
之
名

也
。（『
四
庫
全
書
』
本
）

　

４
．「
麻
果
」
は
正
し
く
は
「
麻
杲
」
、
本
写
本
は
明
ら
か
に
「
果
」
と
書
写
す
る
。

　

５
．
上
田
正『
切
韻
逸
文
の
研
究
』汲
古
書
院
一
九
八
四
、三
七
八
頁
、入
声
十
七
昔
韻
。

　

６
．『
三
僧
記
』「
入
東
宮
切
韻
十
三
家
」
の
著
者
名
を
配
列
順
に
挙
げ
る
と
、
陸
法
言
、

郭
知
玄
、釈
氏
、長
孫
納
言
、韓
知
十
、武
玄
之
、薛
峋
、麻
杲
、王
仁
昫
、祝
尚
丘
、

孫
愐
、孫
伷
、沙
門
清
徹
の
十
三
家
。「
不
入
」は
三
家
で
、王
存
乂
、（
蔣
?
）魴
、盧
。

（
川
瀬
一
馬
『
古
字
書
の
研
究
』
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
五
六
、
五
六
頁
。

ま
た
『
三
僧
記
』
に
つ
い
て
は
、『
仁
和
寺
研
究
』
第
一
輯
、
古
代
学
協
会
、
一
九
九

九
所
載
の
竹
居
論
文
、
古
藤
論
文
を
参
照
。）

　

７
．
同
注
５
、
九
三
頁
。�����

岩
屋
寺
高
僧
伝
頭
注

― 

引
書
考
証
な
ら
び
に
切
韻
系
韻
書
考 

―

佐
藤 

礼
子

巻7釈曇鑾伝の頭注にみえる『論語』陽貨篇

巻11習禅篇　論の頭注

巻10邵碩伝　頭注

巻7釈僧導伝　頭注

（
京
都
大
学�

非
常
勤
講
師
）
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国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
は
二
〇
〇
七
年
、『
続
高
僧
伝
』
巻
二
十
二
の

古
写
本
を
落
手
し
ま
し
た
。
本
経
巻
の
書
誌
情
報
は
以
下
の
通
り
。

　

平
安
末
期
写
。
紙
本
墨
書
（
楮
紙
）
。
巻
子
本
（
元
経
折
装
）
。
茶
漆
撥
型
軸

（
後
補
）
。
濃
茶
地
表
紙
（
元
表
紙
転
用
。
見
返
し
に
元
題
簽
貼
込
「
續
髙
僧
傳
巻
第
廿

二
」）
。
外
題
な
し
。

　

内
題
「
續
髙
僧
傳
第
廿
二
／
佛
明
律
下　

正
傳
九　

附
見
七
」
。

　

尾
題
「
續
髙
僧
傳
巻
第
廿
二
」
。
奥
書
「
一
交
了
」
。

　

全
二
五
紙
。
紙
高
23.6
㎝
。
紙
長
55.9
㎝
（
第
二
紙
）
。

　

淡
墨
界
（
界
高
20.3
糎
。
界
幅
1.9
糎
）
。
一
紙
二
九
行
。
一
行
十
七
字
。

　

本
経
巻
は
複
数
の
手
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
寄
合
書
で
あ
る
。
奥
書
は
「
一

交
了
」
と
あ
る
の
み
で
蔵
書
印
も
認
め
ら
れ
ず
、
元
来
何
処
で
書
写
さ
れ
た

も
の
か
は
明
か
で
な
い
。
も
と
折
本
で
あ
っ
た
も
の
を
、
巻
子
本
に
改
装
し

た
も
の
ら
し
く
、
８
㎝
ご
と
に

折
目
が
附
い
て
い
る
。
ま
た
表

紙
見
返
し
に
貼
込
ま
れ
る
題
簽

は
、
表
紙
と
同
一
の
料
紙
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
本
来
外
題

と
し
て
表
紙
に
直
書
き
さ
れ
た

も
の
を
、
折
本
へ
改
装
す
る
に

際
し
、
切
り
取
り
見
返
し
へ
貼

附
け
、
別
に
新
た
に
表
紙
、
外

題
を
附
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
本
巻
は
巻
子（
原
装
）
→
折
本（
鶴

見
本
と
同
装
）
→
巻
子
（
現
装
）
と
改
装
さ
れ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

本
経
巻
の
由
緒
を
、８
㎝
ご
と
の
折
目
、
表
紙
見
返
し
に
貼
込
ま
れ
る
題

簽
と
い
う
装
幀
の
特
色
、
並
び
に
書
写
時
期
よ
り
尋
ね
る
と
石
山
寺
一
切
経

本
に
辿
り
着
く
。
鶴
見
大
学
所
蔵
『
続
高
僧
伝
』
巻
八
、
国
文
学
研
究
資
料

館
所
蔵『
続
高
僧
伝
』巻
十
六
に
は
、
無
廓
墨
印
「
石
山
寺
一
切
経
」
が
捺
さ

れ
て
い
る
が
、両
巻
は
上
述
の
装
幀
の
特
色
を
具
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
本
経
巻
に
は「
石
山
寺
一
切
経
」の
捺
印
が
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は

折
本
か
ら
巻
子
本
へ
の
改
装
後
に
切
断
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
鶴
見

大
学
蔵
本
、国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
は
内
題
と
表
紙
の
紙
継
ぎ
の
間
に
一

行
分
（
1.9
㎝
）
の
余
白
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
石
山
寺
一
切
経
」
印
が
み
え
る
が
、

本
経
巻
で
は
内
題
と
表
紙
の
紙
継
ぎ
が
近
接
し
て
お
り
余
白
は
な
い
。
８
㎝

幅
の
折
帖
に
し
た
場
合
、
当
然
、
内
題
が
記
さ
れ
る
冒
頭
第
一
折
の
幅
も

８
㎝
と
な
る
筈
で
あ
る
が
、そ
の
幅
は
6.6
㎝
と
な
っ
て
お
り
、1.4
糎
幅
の
切
断

が
確
認
さ
れ
る
。
濃
茶
地
表
紙
も
同
様
に
８
㎝
幅
で
あ
る
筈
が
現
装
で
は
10.1

㎝
と
な
っ
て
い
る
。
表
紙
に
も
折
目
が
附
い
て
お
り
、
右
端
2.6
㎝
を
折
り
込

み
、そ
の
上
へ
表
紙
を
貼
っ
て
い
た
こ
と
が
糊
痕
よ
り
看
取
さ
れ
る（
同
様
の
折

目
、糊
跡
は
国
文
学
研
究
資
料
館
本
に
も
確
認
さ
れ
る
）
。
こ
の
2.6
㎝
を
折
り
込
ん
だ

折
帖
の
状
態
に
し
た
時
、
表
紙
の
幅
は
7.5
㎝
し
か
な
く
、
現
装
の
表
紙
が
折

帖
の
時
よ
り
0.5
㎝
切
断
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
つ
ま
り
本
経
巻
は
表
紙

と
第
一
紙
の
接
合
箇
所
に
お
い
て
1.9
㎝
（
表
紙
0.5
㎝
、第
一
紙
1.4
㎝
）
を
切
断
す
る

も
の
で
あ
る
が
、「
石
山
寺
一
切
経
」
印
の
幅
が
1.6
㎝
で
あ
る
こ
と
、
鶴
見
大

学
蔵
本
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
の
「
石
山
寺
一
切
経
」
印
が
表
紙
と
第

一
紙
に
わ
た
っ
て
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
し
た
時
、こ
の
不
自
然
な
切
断

箇
所
に「
石
山
寺
一
切
経
」印
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

以
上
、
本
経
巻
に
は
奥
書
、
印
記
等
、
何
ら
そ
の
由
緒
を
明
記
す
る
も
の

は
な
い
が
、
そ
の
装
幀
よ
り
石
山
寺
一
切
経
本
の
一
つ
と
し
て
書
写
さ
れ
た

も
の
と
比
定
で
き
る
。
本
経
は
書
写
後
、天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
頃
、尊
賢
に

よ
り
折
本
へ
改
装
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
何
時
ま
で
石
山
寺
所
蔵
で
あ
っ

た
の
か
は
明
か
で
は
な
い
。
今
後
、
鶴
見
大
学
蔵
巻
八
、石
山
寺
蔵
巻
十
四
、

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
巻
十
六
と
併
せ
て
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、

石
山
寺
一
切
経
本『
続
高
僧
伝
』の
系
譜
解
明
が
期
待
さ
れ
る
。

　

�　

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
は
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
も
の
に
よ
っ
た

（http://base1.nijl.ac.jp/iview
/Fram

e.jsp?D
B_ID

=G0003917K
T
M

&
C_

CO
D
E=099-0051　

二
〇
一
四
年
二
月
一
二
日
ア
ク
セ
ス
）
。
本
書
の
存
在
を

池
麗
梅
先
生
に
、
石
山
寺
一
切
経
印
の
切
断
を
南
宏
信
研
究
員
に
ご
教
示
い
た
だ

い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

現
在
は
古
義
真
言
宗
に
属
す
る
石
山
寺
は
、
奈
良
時
代
の
天
平
十
九
年

（
七
四
七
）
、
東
大
寺
の
開
山
で
も
あ
る
良
弁
僧
正
（
六
八
九
～
七
七
四
）
が
草
創

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
古
刹
で
あ
る
。
こ
こ
に
所
蔵
さ
れ
る
古
い
歴
史
と
優
れ

た
教
学
伝
統
を
物
語
る
多
種
多
様
な
文
化
財
の
中
に
、
国
宝
指
定
の
薫
聖

教
、
昭
和
二
十
八
年
に
重
要
文
化
財
指
定
を
受
け
た
一
切
経
等
が
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
石
山
寺
一
切
経
は
、
奈
良
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
書
写

さ
れ
た
写
経
を
主
体
と
す
る
経
典
群
で
あ
り
、
総
数
は
四
四
八
五
帖
に
も
及

ぶ（
１
）。
そ
の
約
三
分
の
二
を
占
め
る
の
は
平
安
時
代
院
政
期
の
写
経
、
中
で
も

特
に
多
い
の
は
念
西
の
発
願
勧
進
に
よ
り
、
久
安
四
年
（
一
一
四
八
）
か
ら
保

元
年
間
（
一
一
五
六
～
一
一
五
九
年
）
ま
で
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
石
山

寺
所
蔵
品
の
ほ
か
、
天
理
図
書
館
・
京
都
国
立
博
物
館
・
唐
招
提
寺
、
個
人

収
集
家
所
蔵
な
ど
坊
間
に
伝
存
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
石
山
寺
文
化

財
綜
合
調
査
団
編
の
石
山
寺
一
切
経
目
録
と
補
遺
を
見
る
限
り
、
石
山
寺

に
は
『
続
高
僧
伝
』
が
巻
十
四
の
一
点
だ
け
現
存
し
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
目

下
所
在
が
判
明
し
て
い
る
も
の
は
、
鶴
見
大
学
所
蔵
の
巻
八
、
国
文
学
研
究

資
料
館
所
蔵
の
巻
十
六
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
所
蔵
の
巻
二
十
二
と

の
三
点
の
み
で
あ
る
。

　

鶴
見
大
学
所
蔵
の
石
山
寺
一
切
経
本
『
続
高
僧
伝
』
巻
八（
２
）は
折
本
装
で
、

木
版
朱
刷
雲
竜
文
の
表
紙
に
は
「
続
高
僧
伝
巻
第
八
」
と
い
う
外
題
の
書
か

れ
た
題
箋
が
貼
り
つ
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
装
幀
は
、
も
と

も
と
巻
子
本
で
あ
っ
た
石
山
寺
一
切
経
の
経
巻
が
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に

現
在
の
折
本
装
に
仕
立
て
直
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
３
）。
表
紙
の

裏
に
は
褐
色
に
染
め
ら
れ
た
料
紙
が
見
返
し
と
し
て
貼
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

上
に
は「
続
高
僧
伝
巻
第
八
」と
書
か
れ
て
い
る
別
の
題
箋
が
付
い
て
い
る
。

こ
の
見
返
し
と
本
紙
に
ま
た
が
っ
て
「
石
山
寺
一
切
経
」
と
い
う
無
廓
黒
印

が
捺
さ
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
こ
の
印
記
は
、
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
以

降
、
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
以
前
の
間
に
押
捺
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、

黒
印
が
本
紙
と
（
現
在
の
）
見
返
し
と
に
ま
た
が
っ
て
捺
さ
れ
て
い
る
の
は
、

「
旧
表
紙
を
本
紙
か
ら
切
り
離
す
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
旧
表
紙
の
一
部
を

現
表
紙
裏
に
貼
り
付
け
て
見
返
紙
と
し
た
」
か
ら
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る（
４
）。
そ
の
左
隣
に
は
、「
岡
田
眞
／
之
蔵
書
」
と
い
う
長
方
形
双
廓
陽
刻
朱

印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
著
名

な
蔵
書
家
で
あ
る
岡
田
眞
之
氏
の

蔵
書
印
で
あ
り
、
そ
れ
が
同
巻
の
巻

首
に
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同

巻
は
一
時
期
同
氏
の
所
蔵
で
あ
っ

た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
本
巻
に
は

書
写
奥
書
が
な
く
、
わ
ず
か
に
「
一

交
了
」
と
い
う
校
合
奥
書
が
あ
る
の

み
で
あ
る
。
一
紙
の
長
さ
は
概
ね

五
十
一
・
五
糎
前
後
で
、
一
紙
に
は
二
十
七
行
、
一
行
十
七
字
前
後
の
書
写

規
格
や
本
文
の
筆
致
や
料
紙
な
ど
か
ら
、同
一
切
経
の
主
体
を
な
す
院
政
期

後
半
に
石
山
寺
一
切
経
と
し
て
勧
進
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
続
高
僧
伝
』
に
は
、
南
北
朝
の
梁
代
か
ら
七
世
紀
中
頃
の
唐
初
ま
で
の

高
僧
数
百
人
の
伝
記
が
「
訳
経
篇
」
、「
義
解
篇
」
、「
習
禅
篇
」
な
ど
の
十
科

に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
義
解
篇
」
の
第
四
に
当
た
る
巻
八
は
、

北
斉
の
霊
詢
、
法
上
、
隋
の
曇
延
、
慧
遠
な
ど
お
よ
そ
十
四
人
の
義
解
高
僧

の
伝
記
を
収
録
し
た
重
要
な
一
巻
で
あ
る
。
同
巻
の
現
存
諸
テ
キ
ス
ト
の
間

に
字
句
の
相
違
が
多
く
存
在
し
、
特
に
最
後
の
「
慧
遠
伝
」
に
お
い
て
顕
著

な
相
違
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、『
続
高
僧
伝
』
巻
八
の
テ
キ
ス
ト

変
遷
の
過
程
に
お
い
て
、「
慧
遠
伝
」
を
中
心
に
幾
た
び
も
修
訂
が
な
さ
れ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
後
、「
慧
遠
伝
」
に
焦
点
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
巻
八

全
体
に
お
け
る
諸
伝
本
間
の
異
同
の
傾
向
と
そ
の
原
因
を
究
明
で
き
れ
ば
、

『
続
高
僧
伝
』
の
変
遷
過
程
の
解
明
に
も
一
歩
近
づ
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

従
っ
て
、
既
知
の
古
写
本
に
加
え
、
石
山
寺
一
切
経
本
『
続
高
僧
伝
』
巻
八

が
新
た
に
出
現
し
た
こ
と
に
は
、極
め
て
重
要
な
意
義
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

１
．
石
山
寺
所
蔵
の
同
一
切
経
の
現
存
状
況
は
、
石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団
編

『
石
山
寺
の
研
究
：
一
切
経
篇
』（
法
蔵
館
、
一
九
七
八
年
）
所
収
の
「
石
山
寺

一
切
経
第
一
函
～
第
八
〇
函
」・「
石
山
寺
一
切
経
（
附
属
分
）
第
一
函
～
第

七
函
）」
、『
石
山
寺
の
研
究
：
校
倉
聖
教
・
古
文
書
篇
』（
法
蔵
館
、
一
九
八
一

年
）お
よ
び『
石
山
寺
の
研
究
：
深
密
蔵
聖
教
篇
下
』（
法
蔵
館
、
一
九
九
二
年
）

所
収
の
「
一
切
経
補
遺
函
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

　

２
．
同
写
本
は
、
現
在
、
鶴
見
大
学
図
書
館
の
貴
重
書
室
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
影
印
・
翻
刻
・
解
題
・
論
考
等
は
、
拙
著
『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
モ

ノ
グ
ラ
フ
シ
リ
ー
ズ
Ｉ
：
石
山
寺
一
切
経
本
『
続
高
僧
伝
』
巻
八
―
翻
刻
と
書

誌
学
的
研
究
―
』（
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
二
月
）
に
て

公
表
さ
れ
て
い
る
。

　

３
．
田
中
稔
［
一
九
七
八
］「
石
山
寺
一
切
経
に
つ
い
て
」
、『
石
山
寺
の
研
究
：
一

切
経
篇
』
、
八
八
四
頁
。

　

４
．
田
中
稔
［
一
九
七
八
］
、
八
八
四
頁
。

（
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所�

准
教
授
）

古
写
経
紹
介
・
そ
の
九

古
写
経
紹
介
・
そ
の
九

古
写
経
紹
介
・
そ
の
十

古
写
経
紹
介
・
そ
の
十

鶴
見
大
学
蔵
石
山
寺
一
切
経
本

『
続
高
僧
伝
』
巻
八

池
　
麗
梅

本
学
日
本
古
写
経
研
究
所
蔵

『
続
高
僧
伝
』
巻
二
十
二

上
杉 

智
英

鶴見大学蔵石山寺一切経本『続高僧伝』巻八

▲
1.9㎝の切断あるか

紙の折目と折幅�������������������������（
本
学
日
本
古
写
経
研
究
所�

主
任
研
究
員
）

本学日本古写経研究所蔵『続高僧伝』巻二二
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高
山
寺
旧
蔵
の
思
渓
版
大
蔵
経
を
今
に
伝
え
る

　

大
慈
山
岩
屋
寺
は
愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
に
位

置
す
る
古
刹
で
、
寺
伝
で
は
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）、

元
正
天
皇
の
勅
願
に
よ
る
行
基
の
創
建
と
伝
え
ら

れ
、
江
戸
時
代
に
は
徳
川
家
の
祈
願
寺
と
な
っ
て
い

る
。
昭
和
四
十
二
年（
一
九
七
六
）天
台
宗
よ
り
独
立
、

尾
張
高
野
山
宗
の
総
本
山
と
な
る
。
本
尊
は
千
手
観

音
菩
薩
で
あ
り
、
知
多
西
国
三
十
三
所
霊
場
の
一

番
、
東
海
西
国
三
十
三
ヶ
所
霊
場
の
十
番
、
知
多
四

国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
四
十
三
番
と
多
く
の
信
仰
を

集
め
て
い
る
。
貴
重
な
文
化
財
を
多
数
所
蔵
し
、
一

切
経
五
四
六
三
帖
、
仏
具
二
六
点
、
大
蔵
経
願
文
及

目
録
二
点
、
千
賀
孫
兵
衛
書
状
一
点
が
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
一
切
経
五
四
八
函
五
四
六
三
帖
は
、
南
宋
の

淳
祐
年
間
（
一
二
四
〇
―
五
二
）
に
法
宝
資
福
禅
寺
に

て
刊
行
さ
れ
た
後
思
渓
版
（
資
福
蔵
）
五
一
五
七
帖

を
主
体
と
し
、
そ
の
欠
損
を
補
写
し
た
写
経
一
九
五

帖
、
和
刻
本
一
一
一
帖
（『
法
華
玄
義
』
一
〇
巻
、『
同
釋

籖
』
一
一
巻
、『
法
華
文
句
』
一
〇
巻
、『
同
記
』
一
七
巻
、『
摩

訶
止
観
』
一
〇
巻
、『
同
輔
行
伝
弘
決
』
二
二
巻
、『
元
亨
釋

書
』
三
〇
巻
、『
同
目
録
』
一
巻
）
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
写
の
『
大
蔵
経
目
録
』
に
よ
れ
ば
、「
寶

徳
三
稔
未辛
九
月
日　

願
主
右
衛
門
尉
盛
光
法
名
道
西

居
士
」
の
寄
進
奥
書
が
み
え
、宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）

に
岩
屋
寺
に
施
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

思
渓
版
本
に
は
多
く
の
奥
書
が
付
さ
れ
る
が
、
そ

の
最
初
期
の
も
の
と
し
て
「
弘
安
四
年
五
月
廿
八
日

於
開
田
松
窓
敬
以
披
覧
了
／
隠
老
法
助
」（『
高
僧
伝
』

巻
七
）
と
、
開
田
准
后
法
助
（
一
二
二
七
―
八
四
）
の

披
見
奥
書
が
み
ら
れ
、
こ
の
思
渓
版
が
南
宋
淳
祐
年

間
（
一
二
四
〇
―
五
二
）
の
補
修
刊
行
後
、
弘
安
四
年

（
一
二
八
一
）
に
は
本
朝
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
る
。

　

ま
た
「
于
時
永
仁
元
年
（
一
二
九
三
）
十
二
月

卅
日
、
一
部
奉
轉
読
之
了
。
経
弁
卌
八
」（『
高
僧

伝
』
巻
十
四
）、「
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
未癸
正
月
三

日
午庚
於
高
山
寺
地
蔵
院
／
奉
轉
讀
畢　

金
剛
佛
子

高
経
六
十
三
」（『
大
宝
積
経
』
巻
一
）
等
、
京
都
高
山

寺
十
無
尽
院
の
第
三
世
恵
林
房
経
弁
（
一
二
四
六
―

一
三
二
六
）、
第
四
世
了
月
房
高
経
（
一
二
八
一
―
？
）

の
転
読
奥
書
、
加
点
奥
書
が
散
見
し
、
高
山
寺
旧
蔵

で
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
開
田
院
（
京
都
府
長
岡
京
市
）

の
法
助
の
も
と
よ
り
高
山
寺
へ
移
っ
た
経
緯
、
時
期

に
つ
い
て
は
明
か
で
は
な
い
が
、
現
在
思
渓
版
が

納
め
ら
れ
て
い
る
経
函
（
ス
ギ
材
）
の
伐
採
年
代
が

一
二
八
四
年
と
法
助
の
没
年
に
相
当
す
る
こ
と
は
興

味
深
く
、
上
述
の
通
り
永
仁
元
年
（
一
二
九
三
）
に

は
経
弁
に
よ
り
転
読
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
れ

ば
、
法
助
の
逝
去
が
契
機
で
あ
っ
た
か
。
思
渓
版
に

付
さ
れ
た
奥
書
は
、従
来
『
伝
受
類
聚
抄
』
の
編
集
、

『
別
尊
雑
記
』『
曼
荼
羅
集
』
の
書
写
と
、
伝
受
活
動

を
専
ら
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
経
弁
像
や
地
蔵

院
の
創
建
時
期
に
再
考
を
促
す
貴
重
な
情
報
を
含
ん

で
い
る
。

　

補
写
経
巻
は
そ
の
時
期
よ
り
二
部
に
大
別
さ
れ

る
。
一
つ
は
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
で
あ
り
、「
龍
集

癸
酉
享
徳
二
暦
林
鐘
六
尾
州
路
岩
屋
之
蔵
経　

小
比

丘
某
甲
書
」（『
実
相
般
若
波
羅
蜜
経
』）、「
享
徳
二
暦
癸

酉
八
月
時
正
於
内
海
大
泊
霊
雲
菴
書
之
」（『
文
殊
師
利

所
説
般
若
波
羅
蜜
経
』）
等
の
奥
書
が
散
見
す
る
。『
大

蔵
経
目
録
』
に
み
ら
れ
る
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）
と

の
近
接
を
考
慮
す
れ
ば
、
施
入
さ
れ
た
思
渓
版
の
欠

帖
を
補
う
為
に
行
わ
れ
た
も
の
か
。

　

も
う
一
つ
は
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
よ
り
享
保
四

年
（
一
七
一
九
）、
岩
屋
寺
の
本
寺
で
あ
る
薬
師
寺
密

蔵
院
（
愛
知
県
春
日
井
市
）
の
第
三
十
六
世
、
智
鋒
に

よ
る
補
写
で
あ
る
。
智
鋒
は
『
修
補
大
蔵
経
願
文
』

と
共
に
『
岩
屋
寺
大
蔵
経
制
』
を
記
し
て
い
る
が
、

そ
こ
に
は
毎
年
六
月
に
曝
涼
す
る
こ
と
、
経
典
が
破

損
し
た
場
合
は
速
や
か
に
寒
漉
紙
、
寒
晒
糊
と
黄
檗

の
煎
汁
で
修
補
す
べ
き
こ
と
、
門
外
不
出
で
あ
る
こ

と
等
々
、
経
典
に
対
す
る
護
持
の
想
い
が
看
取
さ
れ

る
。
ま
た
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
は
徳
富
蘇
峰
が

訪
れ
「
南
宋
板
一
切
経　

約
五
千
九
百
十
巻　

右
海

内
稀
観
之
珍
籍
、
一
冊
タ
リ
ト
モ
散
逸
セ
サ
ル
様
護

持
相
成
リ
度
、
茲
ニ
希
望
ヲ
開
陳
シ
置
ク
モ
ノ
也
」

と
認し
た
た

め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
想
い
と
歴
代
住
持
、
檀

信
徒
の
ご
尽
力
に
よ
り
現
在
に
護
り
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

調
査
に
あ
た
り
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
住
職
後
藤
泰
真
様
、

並
び
に
総
代
石
黒
宏
様
、
山
本
昴
彌
様
、
山
本
和
男
様
、
原

田
均
様
、
山
本
澄
夫
様
、
石
黒
嘉
久
様
、
原
田
茂
男
様
、
鈴

木
壯
治
様
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

・
山
本
錠
之
助
『
岩
屋
寺
誌
』（
知
多
郡
内
海
第
二
尋
常
小
学
校
、

一
九
三
四
）

・
光
谷
拓
実
「
年
輪
年
代
法
に
よ
る
一
切
経
箱
の
年
代
測
定
調

査
」（『
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
宋
版
大
蔵
経
研
究
の
現
在�

講
演

資
料
集
』
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
日
本
古
写
経
研
究
所
、

二
〇
一
三
）

（
上
杉�

智
英
）

　

佼
成
図
書
文
書
館

　

昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
、
東
京
都
杉
並

区
に
立
正
佼
成
会
附
属
の
佼
成
図
書
館
が
開

設
さ
れ
、
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
に
佼
成

文
書
館
と
統
合
、
現
在
、
佼
成
図
書
文
書
館
と

し
て
総
数
二
十
万
冊
以
上
に
及
ぶ
宗
教
書
・
仏

教
書
な
ど
の
図
書
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
佼
成

図
書
館
編
『
佼
成
図
書
館
善
本
目
録
』（
一
九
九

五
年
）
に
よ
る
と
、
蔵
書
中
に
大
門
寺
一
切
経
十

二
巻
を
含
む
貴
重
な
古
写
経
が
多
数
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
ま
す
。

　

大
門
寺
一
切
経

　

大
門
寺
一
切
経
は
、
以
下
の
通
り
各
木
函
に

納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（（　
）
内
は
奥
書
）

①
・
十
誦
羯
磨
比
丘
要
用
法 

一
巻

・
阿
毘
達
磨
順
正
理
論
　
巻
第
七
十
八

（
弘
安
四
年
閏
七
月
九
日
一
交
了
勧
進
僧
長
賢

／
右
志
者
為
父
師
長
出
離
生
死
往
生
極
楽

也
）

・
阿
毘
達
磨
蔵
顕
宗
論
　
巻
第
七

（
一
交
了
／
弘
安
□
年
壬
七
月
十
一
日
大
門

寺
一
切
経
之
内
）

②
・
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事 

巻
第
十
二

（
弘
安
五
年
十
二
月　

書
冩
了
／
摂
津
國
大

門
寺
一
切
経
内　

一
校
／
元
禄
辛　
　

未

仲
春
廿
二

日　

一
交　

佛
船
）

・
阿
毘
達
磨
発
智
論 

巻
第
十
一

（
大
門
寺
一
切
経
内
／
弘
安
七
年
六
月
九
日

一
交
畢　

勧
進
僧
長
賢
生

年��

卅
七
歳

）

・
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論 

巻
第
六
十
六

・
雑
阿
毘
曇
心
論 

巻
第
五

・
鞞
婆
沙
論 

巻
第
十
四

③
大
般
泥
洹
経 

巻
第
二（
願
主
経
尊
）

④
海
龍
王
経 

巻
上（
願
主
経
尊
）

⑤
遺
敎
経
論 

一
巻（
願
主
経
尊
）

⑥
阿
毘
達
磨
倶
舎
論 

巻
第
十
三（
願
主
経
尊
）

　

①
②
函
の
蓋
裏
に
は
墨
書
で
「
昭
和
廿
八
年

七
月
拝
観
／
村
田
正
志
」
と
あ
り
、
②
函
の
蓋

裏
に
は
「
古
香
堂
文
庫
／
飯
塚
文
治
郎
」
の
蔵

書
印
を
確
認
で
き
ま
す
（
図
参
照
）
。
そ
の
他
の

蓋
裏
に
は
昭
和
四
十
二
年
の
日
付
と
飯
塚
氏
の

署
名
が
あ
る
の
で
、
二
回
に
渡
り
木
函
を
作
成

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

古
香
堂
文
庫

　

こ
の
大
門
寺
一
切
経
は
、
小
石
川
図
書
館
や

鴎
外
記
念
本
郷
図
書
館
に
勤
務
し
て
い
た
飯
塚

文
治
郎
氏
（
一
九
〇
四
―
？
）
が
蒐
集
し
た
も
の

の
一
部
で
あ
り
、
氏
の
蔵
書
は
「
古
香
堂
文
庫
」

の
名
称
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
彼
の
死
後
こ
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
本
図
書
文
書
館
が
所
蔵
す
る

に
至
り
ま
し
た
。

　

飯
塚
氏
が
作
成
し
た『
古
写
経
目
録
』二
冊
は
、

同
氏
作
成
の『
古
写
経
切
解
説
』二
冊
と
共
に
、

現
在
本
学
図
書
館
が
所
蔵
し
て
お
り
、
約
五
百

巻
以
上
に
及
ぶ
経
典
と
五
十
二
紙
の
古
写
経
切

れ
の
蒐
集
記
録
を
一
瞥
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
昭
和
二
十
七
・
二
十
八
年
の
消
印
が
押

さ
れ
た
、
返
信
葉
書
と
手
紙
が
経
典
と
共
に
納

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
門
寺
住
職
添
野

智
光
師
か
ら
飯
塚
氏
に
宛
て
た
も
の
で
、
そ
の

内
容
か
ら
推
測
す
る
に
、
飯
塚
氏
は
大
門
寺
の

創
建
や
勧
進
僧
長
賢
に
つ
い
て
な
ど
、
奥
書
の

記
述
に
つ
い
て
住
職
に
質
問
し
て
い
た
よ
う
で

あ
り
ま
す
。
当
時
東
京
史
料
編
纂
所
に
勤
務
し

て
い
た
村
田
正
志
氏
が
昭
和
二
十
八
年
に
こ
の

一
切
経
を
拝
観
し
て
い
る
こ
と
も
合
わ
せ
る

と
、
大
門
寺
一
切
経
を
入
手
し
た
飯
塚
氏
が
、

元
の
所
蔵
寺
院
や
専
門
家
に
問
い
合
わ
せ
て
い

る
当
時
の
状
況
が
垣
間
見
ら
れ
ま
す
。

　

所
蔵
者
が
変
わ
っ
て
も
大
切
に
保
存
さ
れ
て

き
た
一
切
経
の
足
跡
を
窺
い
知
れ
る
貴
重
な
事

例
で
あ
り
ま
す
。

附
記調

査
の
際
に
は
長
沼
克
宗
館
長
並
び
に
佼
成

図
書
文
書
館
御
当
局
に
御
高
配
賜
り
ま
し

た
。
こ
こ
に
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

・『
い
と
く
ら
』
二
「
寺
院
紹
介　

西
方
寺
」（
二
〇
〇
七
年
）
、

同
五
「
寺
院
紹
介　

大
門
寺
」（
二
〇
〇
九
年
）

・
本
学
蔵
『
古
香
堂
文
庫
目
録　

古
写
経
切
解
説
』

・
藤
原
重
雄
「
延
慶
三
年
実
遍
書
写
本
『
覚
禅
鈔
』
管
見
」（『
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』

五
九
、
二
〇
一
二
年
）

（
南　

宏
信
）

調
査
日
記

寺
院
紹
介

　
佼
成
図
書
文
書
館

岩
屋
寺

佼成図書文書館　外観

	②函の蓋裏

岩屋寺　本堂

大蔵経目録　巻下

10 いとくら　 いとくら　 9



日
本
古
寫
經
善
本
叢
刊
第
五
輯

  　
『
書
陵
部
藏
無
量
壽
經
記

　

   

身
延
文
庫
藏
無
量
壽
經
述
記
』

　

本
書
は
新
羅
浄
土
教
に
お
け
る
貴
重
書
の
影
印
・

翻
刻
の
紹
介
と
そ
れ
に
関
す
る
論
考
を
収
録
し
た
も

の
で
す
。
共
に
『
無
量
寿
経
』
の
注
釈
書
で
、
一
書

は
書
陵
部
蔵
玄
一
撰
『
無
量
寿
経
記
』
上
巻
（
以
下

書
陵
部
本
）
で
す
。
下
巻
は
現
存
せ
ず
、
現
在
は
上

巻
の
み
が
活
字
化
さ
れ
て
『
卍
続
蔵
経
』
に
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
書

写
本
を
底
本
に
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
よ
り
時
代

が
遙
か
に
遡
れ
る
資
料
と
し
て
、
書
陵
部
本
（
奈
良

朝
写
本
）
や
、こ
の
書
陵
部
本
を
丹
山
順
芸
（
一
七
八
五

―
一
八
四
七
）
が
転
写
し
た
巻
子
本
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、こ
れ
ら
の
比
較
検
討
の
作
業
を
進
め
た
結
果
、

興
味
深
い
こ
と
を
知
り
得
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
嘉
永
七
年
本
に
は
乱
丁
や
脱
落
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
で
す
。
次
に
現
存
諸
本
は
全
て
同
一
箇

所
を
欠
く
こ
と
よ
り
、
書
陵
部
本
を
祖
と
す
る
伝
本

で
あ
る
と
思
わ
れ
、
更
に
書
陵
部
本
に
は
、
他
の
諸

本
に
は
見
ら
れ
な
い
冒
頭
箇
所
（
断
簡
）
が
七
行
ほ

ど
確
認
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

従
来
は
、
本
書
が
玄
一
よ
り
も
先
輩
で
あ
る
法
位

（
七
世
紀
）
の
『
無
量
寿
経
義
疏
』
を
多
く
引
用
す
る

こ
と
か
ら
、
全
く
法
位
に
依
っ
て
い
る
と
の
評
価
し

か
与
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
見

直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、『
無
量
寿
経
記
』
上
巻
を
再

評
価
し
て
い
く
契
機
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

も
う
一
書
は
身
延
文
庫
蔵
義
寂
撰
『
無
量
寿
経
述

記
』
巻
第
一
（
断
簡
）
で
す
。
本
書
の
現
存
本
は
今

ま
で
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
て
恵
谷
隆
戒
氏
が

源
隆
国
（
一
〇
〇
四
―
一
〇
七
七
）『
安
養
集
』
等
か
ら

逸
文
を
蒐
集
し
て
作
成
し
た
復
元
本
（
以
下
、
恵
谷
復

元
本
）
に
よ
っ
て
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
復
元

か
ら
三
十
年
以
上
、
唯
一
の
資
料
と
し
て
知
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

　

新
羅
浄
土
教
の
系
譜
を
再
考
す
る
必
要
性
の
認
識

が
高
ま
る
中
で
、
身
延
山
久
遠
寺
の
身
延
文
庫
で

『
無
量
寿
経
述
記
』
巻
一
の
断
簡
が
見
出
さ
れ
ま
し

た
。
恵
谷
復
元
本
と
の
共
通
部
分
を
対
照
す
る
こ
と

に
よ
り
、身
延
文
庫
本
は
確
か
に
『
無
量
寿
経
述
記
』

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
解
明
を
更
に
進
め
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
従
来
知
る
こ

と
の
で
き
な
か
っ
た
一
部
の
科
段
を
見
る
こ
と
が
で

き
、ま
た
恵
谷
復
元
本
の
一
部
を
修
正
で
き
ま
し
た
。

　

本
書
所
収
文
献
が
新
羅
浄
土
教
を
研
究
す
る
上
に

お
い
て
更
な
る
展
開
を
も
た
ら
す
一
助
に
な
る
こ
と

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　

本
書
は
佛
教
大
学
学
術
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

（
編
輯
担
当　

南　

宏
信
）

日
本
古
寫
經
善
本
叢
刊
第
六
輯

  　
『
金
剛
寺
藏 

寶
篋
印
陀
羅
尼
經
』

　

そ
れ
は
い
か
な
る
経
緯
で
書
写
さ
れ
た
の
か
。
奇

し
く
も
見
い
だ
さ
れ
た
各
々
の
古
写
経
に
、
そ
れ
ぞ

れ
に
育
ま
れ
た
個
別
の
歴
史
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
詳
細
な
経
典
本
文
の
研
究
の
先
に
、
そ

の
幾
ば
く
か
の
片
鱗
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
ま
い

か
。
河
内
長
野
の
古
刹
、
天
野
山
金
剛
寺
に
伝
来
す

る
二
本
の
『
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
』
を
披
見
し
、『
日

本
古
写
経
善
本
叢
刊
』
の
第
六
輯
と
し
て
公
刊
の
機

を
得
、
そ
の
要
を
あ
ら
た
め
て
噛
み
し
め
た
。

　

本
経
は
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
に
不
空
訳
と
さ

れ
る
二
種
が
江
戸
期
の
書
写
本
を
底
本
に
収
載
さ
れ

る
が
、
金
剛
寺
蔵
の
二
本
（
重
要
文
化
財
）
は
、
空
海

請
来
の
『
三
十
帖
策
子
』
に
代
表
さ
れ
る
種
の
本
と

は
異
な
り
、
経
内
の
陀
羅
尼
の
後
段
に
、
本
経
に
よ

る
利
益
が
具
体
的
に
説
か
れ
た
増
広
改
変
の
認
め
ら

れ
る
種
に
属
す
。
い
ず
れ
も
平
安
末
か
ら
鎌
倉
時
代

初
期
頃
ま
で
に
書
写
さ
れ
た
時
代
を
遡
る
完
本
で

あ
り
、
善
本
と
し
て
の
価
値
を
も
つ
。
本
叢
刊
で

は
、
そ
の
全
貌
を
一
覧
可
能
に
す
べ
く
、
初
と
な
る

全
文
カ
ラ
ー
の
影
印
に
翻
刻
を
附
し
、
解
題
を
加
え

て
紹
介
を
行
っ
た
。
ま
た
、
二
種
の
差
異
が
瞭
然
と

な
る
よ
う
諸
本
を
対
校
す
る
と
と
も
に
、『
国
訳
密

教
』
に
掲
載
の
な
い
当
該
種
の
和
訳
を
試
み
に
提
示

し
た
。

　

故
人
に
ま
つ
わ
る
筆
録
（
消
息
、
和
歌
や
今
様
）
を

料
紙
に
仕
立
て
、
そ
の
表
、
或
い
は
紙
背
に
金
泥
も

し
く
は
墨
書
に
て
経
が
書
写
さ
れ
る
と
い
っ
た
金
剛

寺
本
の
装
丁
に
は
、
如
来
の
全
身
舎
利
の
功
徳
に

よ
り
故
人
の
往
生
が
確
か
な
も
の
に
な
る
と
い
う
、

「
法
舎
利
」
と
し
て
の
本
経
の
経
意
が
具
現
化
さ
れ

て
い
る
。
か
の
供
養
が
格
別
な
施
主
の
願
意
に
よ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
贅
を
凝
ら
し
た
経
巻
全

体
に
滲
み
出
て
お
り
、
後
白
河
院
政
下
の
建
春
門
院

や
八
条
院
周
辺
の
女
院
文
化
圏
を
想
定
し
得
る
。�

　

中
国
に
お
い
て『
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
』と
い
え
ば
、

増
広
改
変
の
な
い
種
に
属
す
呉
越
王
の
『
錢
弘
俶

経
』
が
専
ら
で
あ
る
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
平

安
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
流
行
を
み
た
増

広
改
変
の
あ
る
本
文
が
、
瓦
経
や
、
東
大
寺
南
大

門
仁
王
像
を
は
じ
め
と
す
る
慶
派
仏
師
の
仏
像
胎

内
の
納
入
品
に
、
ま
た
『
宝
物
集
』
や
『
徒
然
草
』

な
ど
の
中
世
の
文
芸
世
界
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
そ
れ

ら
は
生
き
た
信
仰
と
し
て
、
安
穏
な
る
来
世
を
願
っ

て
書
写
さ
れ
た
古
写
経
の
歴
史
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

経
典
の
文
献
学
研
究
に
よ
る
本
文
提
示
を
基
礎

と
す
る
資
料
篇
と
、
国
内
外
の
研
究
者
が
一
つ
の

経
典
を
各
々
の
見
地
か
ら
見
つ
め
て
論
じ
た
七
本

の
論
攷
篇
と
を
合
わ
せ
て
報
告
す
る
こ
と
で
、
同

経
を
所
依
と
す
る
宗
教
思
想
に
関
わ
る
研
究
が
、

様
々
な
分
野
に
お
い
て
進
む
契
機
と
な
る
こ
と
を

こ
こ
に
願
っ
て
や
ま
な
い
。�（

編
輯
担
当　

小
島�

裕
子
）��

   

一
、『
大
灌
頂
経
』研
究
の
新
展
開

　
『
大
灌
頂
経
』
十
二
巻
本
の
初
出
は
僧
祐
『
出
三
蔵
記

集
』
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
巻
十
二
『
灌
頂
抜
除
過
罪
生

死
得
度
経
』
を
、劉
宋
の
僧
慧
簡
の
抄
経
と
し
、「
続
命
法
」

が
説
か
れ
て
い
る
為
、
世
に
流
行
し
た
と
す
る
。
本
経

の
形
成
に
関
し
て
僧
祐
は
何
者
か
が
後
の
三
巻
を
前
の

九
巻
に
編
輯
し
、
一
部
十
二
巻
と
し
た
こ
と
を
指
摘
す

る
が
、
巻
十
二
以
外
の
訳
者
、
編
者
に
つ
い
て
は
全
く

言
及
し
て
い
な
い
。
こ
れ
以
降
、
基
本
的
に
僧
祐
の
説

は
継
承
さ
れ
る
が
、
費
長
房
に
至
っ
て
、
巻
十
二
を
慧

簡
の
抄
経
と
み
な
す
外
に
、
詳
細
不
明
の
『
雑
録
』
に

よ
っ
て
、
前
九
巻
が
東
晋
の
帛
尸
梨
蜜
多
羅
訳
と
さ
れ

る
。
巻
十
、十
一
に
つ
い
て
費
長
房
は
訳
者
を
考
訂
し
て

い
な
い
。
智
昇
は
費
長
房
の
説
を
継
承
し
、無
批
判
に『
大

灌
頂
経
』
十
二
巻
を
帛
尸
梨
蜜
多
羅
訳
と
す
る
が
、
こ

れ
は
一
部
を
以
て
全
体
と
み
な
す
錯
誤
を
犯
す
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
智
昇
の
説
は
今
な
お
学

界
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

筆
者
は
先
学
の
研
究
を
踏
ま
え
、
本
経
の
文
献
学
研

究
を
行
う
と
共
に
、
そ
こ
に
説
か
れ
る
末
世
に
お
け
る

仏
教
儀
式
に
対
し
考
察
を
行
っ
た
。
筆
者
は
『
大
灌
頂

経
』
を
中
国
人
僧
の
撰
述
、
い
わ
ゆ
る
疑
偽
経
と
考
え

る
。
本
経
に
み
ら
れ
る
儀
式
は
、
末
世
の
人
民
を
救
済

す
る
為
に
、
道
教
と
巫
道
の
儀
式
を
複
合
し
作
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
克
明
に
南
北
朝
期
の
仏
教
と
道
教
の
交

渉
、
及
び
宗
教
の
実
態
を
体
現
す
る
も
の
と
言
え
る
。

　

疑
偽
経
と
す
る
理
由
は
、
上
述
の
目
録
学
的
考
察
の

外
、
巻
六
『
灌
頂
塚
墓
因
縁
四
方
神
呪
経
』
に
み
ら
れ

る
「
三
聖
化
導
」「
三
聖
教
化
」、
ま
た
「
三
聖
又
過
」

へ
の
言
及
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
「
三
聖

化
導
」
は
中
国
仏
教
に
お
い
て
形
成
、
伝
承
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
迦

葉
・
光
浄
・
月

明
の
三
菩
薩
が
、

中
国
で
老
子
・

孔
子
・
顔
淵
の

三
聖
と
な
り
人

民
を
教
化
す
る
、
と
い
う
も
の
が
広
く
知
ら
れ
る
が
、

巻
六
に
み
ら
れ
る
「
三
聖
又
過
」
は
末
世
に
お
け
る
「
三

聖
化
導
」
の
新
た
な
発
展
と
言
え
る
。

　

更
に
重
要
な
の
は
、
経
文
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、

偽
経
作
成
の
痕
跡
を
見
つ
け
た
こ
と
で
あ
る
。
第
一
は
、

本
経
が
段
階
を
経
て
形
成
さ
れ
た
証
拠
で
あ
る
。
巻
六

『
灌
頂
塚
墓
因
縁
四
方
神
呪
経
』
の
「
我
結
是
灌
頂
章
句

十
二
部
要
雖
不
同
時
」
の
記
述
は
、
全
十
二
巻
の
形
成

が
一
時
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
且
つ
一
人
の
手
に

よ
っ
て
為
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
巻
十
二
は
劉

宋
沙
門
慧
簡
が
経
典
よ
り
抄
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

他
の
十
一
巻
も
慧
簡
の
手
に
な
る
も
の
と
判
断
で
き
る
。

　

第
二
は
、
神
呪
の
典
拠
へ
の
言
及
で
あ
る
。
巻
一
『
灌

頂
七
萬
二
千
神
王
護
比
丘
呪
経
』
の
「
今
吾
所
演
灌
頂

章
句
十
二
部
真
実
呪
術
、『
阿
含
』
所
出
、
諸
経
雑
呪
」

の
記
述
は
、
神
呪
の
由
来
が
『
阿
含
』
と
「
諸
経
雑
呪
」

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
『
阿
含
』

と
は
『
大
会
経
』
等
に
み
ら
れ
る
呪
語
を
指
し
、「
諸
経

雑
呪
」
と
は
『
呪
毒
経
』『
呪
時
気
病
経
』
等
に
み
ら
れ

る
呪
語
を
指
し
て
い
る
。『
大
灌
頂
経
』
は
そ
れ
ら
を
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
用
い
つ
つ
、
一
定
の
形
式
と
目
的
を
持
っ

て
編
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
よ
り
言
え
ば
、『
大
灌
頂

経
』
は
完
全
な
偽
経
で
あ
り
、
密
教
経
典
と
み
な
す
こ

と
は
で
き
な
い
。

  

二
、日
本
古
写
経
を
用
い
た『
大
灌
頂
経
』の
研
究

　

日
本
古
写
経
と
『
大
灌
頂
経
』
と
い
う
観
点
よ
り
論
ず

れ
ば
、
日
本
古
写
経
で
あ
る
『
清
浄
法
行
経
』
と
『
毘
羅

三
昧
経
』
は
、『
大
灌
頂
経
』
が
偽
経
で
あ
る
証
拠
を
提
供

す
る
も
の
で
あ
り
、『
灌
頂
度
星
招
魂
断
絶
復
連
経
』
と
『
大

灌
頂
経
』
が
連
続
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
完
全
な

る
仏
教
儀
式
の
必
要
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
『
清
浄
法
行
経
』
は
偽
経
で
あ
る
と
し
て
、智
昇
が
『
開

元
録
』
よ
り
削
除
し
た
後
、
次
第
に
散
逸
し
て
い
っ
た
。

前
述
の
通
り
、
三
聖
教
化
の
逸
文
は
多
く
の
書
に
認
め

ら
れ
る
が
、
名
古
屋
の
七
寺
よ
り
発
見
さ
れ
た
『
清
浄

法
行
経
』
残
巻
は
ま
と
ま
っ
た
三
聖
化
導
の
内
容
を
留

め
て
お
り
、『
大
灌
頂
経
』
を
偽
経
と
す
る
堅
実
な
証
左

と
言
え
る
。

　
『
毘
羅
三
昧
経
』
は
早
く
に
道
安
の
経
録
に
著
さ
れ
、

偽
経
と
判
定
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
経
は

後
世
の
蔵
経
に
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
が
、『
清
浄
法
行

経
』
同
様
、
七
寺
で
発
見
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
釈
印

の
家
人
の
多
く
が
病
死
す
る
が
、
白
衣
居
士
が
来
て
『
毘

羅
三
昧
経
』
を
誦
え
る
と
病
鬼
は
懼
れ
、
病
は
癒
え
た
、

と
の
内
容
が
み
ら
れ
る
。『
大
灌
頂
経
』
巻
九
『
召
五
方

龍
王
摂
疫
毒
神
呪
経
』
に
は
同
内
容
が
認
め
ら
れ
、
そ

れ
は
「
毘
羅
三
昧
経
」
を
「
召
龍
神
呪
」
に
、
居
士
の

名
「
求
若
仙
」
を
音
の
近
い
「
求
若
先
」
に
変
え
た
に

過
ぎ
な
い
。
巻
九
は
『
毘
羅
三
昧
経
』
を
改
編
し
た
も

の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
改
編
者
の
宗
教
的
理
想
を
伺

う
こ
と
が
で
き
る
。

　

京
都
興
聖
寺
所
蔵
の
平
安
時
代
写
『
大
灌
頂
経
』
は
、

『
興
聖
寺
一
切
経
調
査
報
告
書
』
に
よ
れ
ば
巻
一
首
題
を

「
仏
説
灌
頂
度
星
招
魂
断
絶
復
連
経
」（
以
下
、度
星
経
）と
し
、

入
蔵
本
『
大
灌
頂
経
』
巻
一
の
経
名
「
仏
説
灌
頂
七
萬

二
千
神
王
護
比
丘
呪
経
」
と
は
異
な
る
。
本
古
写
経
を

調
査
す
る
こ
と
で
、『
度
星
経
』
が
『
大
灌
頂
経
』
巻
一

の
前
に
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
巻
一
と
巻
六
の
内
容

が
互
い
に
錯
綜
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
筆
者
は

こ
の
錯
綜
を
単
な
る
錯
簡
で
は
な
く
、
意
図
的
な
も
の

と
考
え
て
い
る
。『
大
灌
頂
経
』、
特
に
巻
六
『
灌
頂
塚

墓
因
縁
四
方
神
呪
経
』
は
、
悪
霊
や
横
死
し
た
人
の
魂

が
、
人
に
憑
き
危
害
を
加
え
る
の
に
対
し
、
神
呪
と
神

王
を
用
い
て
禁
制
す
る
こ
と
を
説
く
。
そ
れ
に
対
し
『
度

星
経
』
は
、
穏
や
か
な
死
を
迎
え
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
人
の
精
魂
を
鎮
め
、
人
に
危
害
を
加
え
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
説
く
。
二
つ
の
経
典
は
何
れ
も

効
能
が
あ
る
が
、
両
者
を
配
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
死

後
の
霊
魂
の
問
題
に
対
し
て
完
全
な
儀
礼
対
処
が
可
能

と
な
る
。
も
し
横
死
し
た
人
の
魂
が
安
穏
を
得
た
な
ら
、

魂
と
家
は
鎮
ま
り
、
再
び
人
に
憑
く
こ
と
は
な
く
、
さ

ら
に
横
死
し
た
人
の
魂
が
人
に
憑
き
危
害
を
加
え
る
と

い
う
こ
と
も
無
く
な
る
。
理
想
と
し
て
は
ま
ず『
度
星
経
』

を
用
い
亡
く
な
っ
た
人
の
魂
を
鎮
め
、
そ
の
後
『
大
灌

頂
経
』
を
用
い
、
招
魂
さ
れ
ず
人
に
危
害
を
加
え
る
邪

鬼
や
妖
怪
を
禁
制
す
る
。
こ
れ
こ
そ
が『
度
星
経
』が『
大

灌
頂
経
』
の
前
に
書
写
さ
れ
た
理
由
で
あ
り
、
か
つ
巻

六
の
内
容
を
巻
一
に
改
編
し
た
原
因
で
あ
ろ
う
。

　

１
．
拙
稿
「
大
灌
頂
經
研
究
㆐
以
『
灌
頂
拔
除
過
罪
生
死
得

度
經
』為
中
心
」。
上
海
師
範
大
學
博
士
論
文
、二
〇
一
〇
。

　

２
．
拙
稿
「
道
教
終
末
論
與
中
國
佛
教
疑
偽
經
之
發
展
㆐
以

『
大
灌
頂
經
』
為
中
心
」
、
中
國
人
民
大
學
博
士
後
研
究

報
告
、
二
〇
一
二
。

　

３
．
拙
稿
「
三
聖
教
化
與
三
聖
又
過
：
一
種
宗
教
傳
統
的
形

成
與
發
展
」
、
第
一
屆
佛
教
與
中
國
宗
教
國
際
研
究
生

研
討
會
論
文
。
復
旦
大
學
。
二
〇
一
三
年
八
月
一
五
日
。

　

４
．
拙
稿
「『
大
灌
頂
經
』
形
成
及
其
作
者
考
」
、『
華
東
師
範

大
學
學
報
』（
哲
社
版
）
、
二
〇
一
一
年
第
三
期
。

　

５
．
拙
稿
「
神
咒
與
神
王
：
『
大
灌
頂
經
』
中
的
「
神
咒
」
辨

析
」
、『
文
史
』
、
二
〇
一
二
年
第
四
期
。

　

６
．
拙
稿
「
日
本
古
寫
經
與
『
大
灌
頂
經
』
研
究
」
、『
深
圳

大
學
學
報
』（
人
社
版
）
、
二
〇
一
三
年
第
四
期
。

　

７
．
京
都
府
教
育
委
員
会
『
興
聖
寺
一
切
経
調
査
報
告
書
』
、

上
林
紙
業
株
式
会
社
、
一
九
九
八
年
。
一
〇
五
頁
。

　
（
上
杉�

智
英��

訳
）

新
刊
紹
介

日
本
古
写
経
を
用
い
た『
大
灌
頂
経
』の
研
究

伍
　
小
劼

「
日
本
古
写
経
を
利
用
し
た
仏
典
研
究
へ
の
助
成
」
成
果
紹
介

興聖寺蔵『大灌頂経』巻一
『度星経』に続けて書写される。　
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二
〇
一
三
年
二
月
二
一
日
、
韓
国
大
眞
大
学
校

よ
り
柳
富
鉉
教
授
を
、
広
島
大
学
よ
り
佐
々
木

勇
教
授
を
お
招
き
し
、
本
学
に
お
い
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
刊
本
大
蔵
経
と
日
本
古
写
経
」
を
開

催
し
た
。
発
表
者
、
及
び
発
表
題
目
は
以
下
の
通

り
（
所
属
、
役
職
等
は
開
催
当
時
の
表
記
で
す
）。

　

楊��

婷
婷
（
本
学
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
補
助
員
）

「
興
聖
寺
蔵
『
出
三
蔵
記
集
』
の
系
統
に
つ
い
て
」

　

佐
々
木���

勇
（
広
島
大
学
教
授
）

「
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
引
用
「
大
集
経
」
依
拠

本�

と
親
鸞
の
欠
筆
に
つ
い
て
」

　

楊
氏
は
日
本
の
古
写
経
に
み
ら
れ
る
開
宝

蔵
本
の
刊
記
の
転
写
例
、
並
び
に
開
宝
蔵
本

の
千
字
文
の
転
写
例
を
紹
介
さ
れ
、
古
写
経

に
お
け
る
明
確
な
開
宝
蔵
本
の
転
写
例
を
示

す
と
共
に
、興
聖
寺
所
蔵
の
平
安
末
期
写
『
出

三
蔵
記
集
』
を
取
り
上
げ
、
刊
本
大
蔵
経
諸

本
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
刊
記
、
千
字

文
の
転
写
が
認
め
ら
れ
な
く
と
も
開
宝
蔵
本

を
底
本
と
す
る
写
経
が
存
在
す
る
こ
と
を
実

証
さ
れ
た
。

　

佐
々
木
氏
は
親
鸞『
教
行
信
証
』に
お
け
る『
大

方
等
大
集
経
』
の
引
用
箇
所
に
対
し
、
版
本
大
蔵

経
本
、
日
本
の
古
写
本
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ

の
引
用
が
南
宋
思
渓
版
本
に
依
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
実
証
し
た
上
で
、『
教
行
信
証
』
所
引
箇
所

と
思
渓
版
本
の
当
該
箇
所
に
お
け
る
欠
筆
の
有
無

を
照
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
親
鸞
の
欠
筆
が
思
渓

版
欠
筆
の
転
写
で
は
な
く
、
北
宋
版
、
或
い
は
南

宋
初
・
中
期
覆
北
宋
版
の
漢
籍
に
よ
る
学
習
よ
り

会
得
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
定
さ
れ
た
。

　

両
氏
の
発
表
後
、
柳
富
鉉
氏
（
大
眞
大
学
校
教
授
）

よ
り
講
評
を
い
た
だ
き
、
日
本
古
写
経
に
お
け
る

開
宝
蔵
の
影
響
、
受
容
等
に
つ
い
て
、
発
表
者
、

講
評
者
、
聴
衆
を
交
え
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

　

二
〇
一
三
年
一
〇
月
五
日
、
日
本
学
術
振
興
会

科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
A
）「
漢
字
文
化

圏
に
お
け
る
典
籍
の
集
積
、
国
際
的
伝
播
及
び
そ

の
伝
承
に
関
す
る
実
証
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
石

塚
晴
通
〈
北
海
道
大
学
〉）
と
の
共
催
に
よ
る
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
宋
版
大
蔵
経
研
究
の
現
在
」
を
開
催

し
た
。

　

開
宝
蔵
、
福
州
版
刊
本
大
蔵
経
は
写
本
大
蔵
経

を
底
本
と
し
て
開
版
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
ま

た
日
本
の
古
写
経
の
中
に
は
刊
本
大
蔵
経
を
底

本
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
古
写
経
の
内
容
を
研

究
対
象
と
す
る
と
き
、
そ
の
射
程
に
刊
本
大
蔵

経
が
含
有
さ
れ
る
の
は
自
明
で
あ
る
が
、
日
本

に
伝
存
す
る
宋
版
大
蔵
経
（
福
州
版
、
思
渓
版
）
の

数
は
世
界
随
一
で
あ
り
、
ま
た
宋
版
大
蔵
経
は

仏
典
の
一
大
叢
書
に
留
ま
ら
ず
、
纏
ま
っ
た
資

料
群
と
し
て
仏
教
以
外
に
も
膨
大
な
情
報
量
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
漢
字
文
化
圏
に

お
け
る
典
籍
の
集
積
、
国
際
的
伝
播
及
び
そ
の
伝

承
に
関
す
る
実
証
的
研
究
」
と
共
同
す
る
こ
と
で
、

目
録
、
流
伝
、
刻
工
、
音
義
、
系
譜
、
経
箱
、
料
紙
、

字
体
等
の
多
角
的
視
点
よ
り
宋
版
大
蔵
経
を
考
察

し
、
研
究
の
現
状
を
提
示
す
る
と
い
う
趣
旨
の
も

と
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
共
催
し
た
。

　

発
表
者
、
及
び
発
表
題
目
は
以
下
の
通
り
。

（
所
属
、
役
職
等
は
開
催
当
時
の
表
記
で
す
）

　

上
杉
智
英
（
本
学
日
本
古
写
経
研
究
所
主
任
研
究
員
）

「
後
思
渓
蔵
と
は
何
か
」

　

李
際
寧
（
中
国
国
家
図
書
館
善
本
特
蔵
部
研
究
員
）

「
中
国
国
家
図
書
館
蔵
《
思
渓
蔵
》
概
況
」

　

牧
野
和
夫
（
実
践
女
子
大
学
教
授
）

「
福
州
版
宋
版
大
蔵
経
の
刻
工
に
関
す
る
問
題

　
　

―
い
わ
ゆ
る
「
混
合
帖
」
の
事
例
か
ら
―
」

　

池
田
証
寿
（
北
海
道
大
学
教
授
）

「
高
山
寺
本
新
訳
華
厳
経
音
義
と
宋
版
大
蔵
経
」

　

池
麗
梅
（
鶴
見
大
学
准
教
授
）

「『
続
高
僧
伝
』
テ
キ
ス
ト
の
変
遷

　
　
　

�

―
写
本
か
ら
刊
本
へ
―
」

　

光
谷
拓
実
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
　
客
員
研
究
員
）

「
年
輪
年
代
法
に
よ
る
一
切
経
箱
の
年
代
測
定
調
査
」

　

石
塚
晴
通
（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）

「Codicology

か
ら
見
た
宋
版
大
蔵
経
」

　

当
日
は
五
〇
名
を
超
え
る
方
方
に
ご
参
加
を
い
た

だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
致
し
ま
し
た
。
沢
山
の

ご
来
臨
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

活
動
記
録

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

刊
本
大
蔵
経
と
日
本
古
写
経

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

宋
版
大
蔵
経
研
究
の
現
在

　

昨
年
度
第
２
回
公
開
研
究
会
、
並
び
に
今
年
度

第
１
回
公
開
研
究
会
に
つ
い
て
、
概
要
を
報
告
致

し
ま
す
（
発
表
者
の
所
属
、
役
職
等
は
研
究
会
開
催
当
時

の
表
記
で
す
）
。

○
平
成
24
年
度
第
２
回
公
開
研
究
会

　

平
成
24
年
11
月
10
日
（
土
）

   

午
後
３
時
～
４
時
半

　

於 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学 

春
日
講
堂

田
戸�

大
智
（
本
学
日
本
古
写
経
研
究
所
特
任
研
究
員
）

「
日
本
中
世
に
お
け
る
論
議

―
身
延
文
庫
蔵「
大
乗
義
章
抄
」を
中
心
に
―
」

本
井��

牧
子
（
筑
波
大
学
助
教
）

「
新
出
の
『
金
蔵
論
』
敦
煌
本
断
簡
」

　

田
戸
氏
は
浄
影
寺
慧
遠
（
五
二
三
―
五
九
二
）
の

主
著
と
さ
れ
る
『
大
乗
義
章
』
の
諸
項
目
に
関
す

る
議
論
を
ま
と
め
た
論
議
書
で
あ
り
、
東
大
寺
内

の
三
論
宗
徒
に
よ
る
「
大
乗
義
章
三
十
講
」
の
内

容
を
抄
筆
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
身
延
文
庫
所

蔵
「
大
乗
義
章
抄
」
に
つ
い
て
、
中
世
に
い
た
る
ま

で
の
論
議
の
変
遷
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ら
の
内
容
、

形
式
と
比
較
検
証
す
る
こ
と
で
、
講
師
（
或
い
は
竪

者
）
側
が
質
問
に
如
何
様
に
回
答
す
る
か
参
照
す

る
た
め
の
テ
キ
ス
ト
と
推
測
さ
れ
た
。

　

本
井
氏
は
中
国
北
朝
末
期
、
釈
道
紀
に
よ
っ
て

編
ま
れ
た
『
金
蔵
論
』
に
つ
い
て
、
内
容
と
研
究
史

を
概
観
し
、
近
年
の
敦
煌
写
本
や
高
麗
時
代
の
も

の
と
み
ら
れ
る
版
本
を
紹
介
さ
れ
た
上
で
、
新
出

資
料
と
し
て
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
サ
ン
ク
ト
ペ

テ
ル
ブ
ル
グ
支
所
東
洋
学
研
究
所
所
蔵
の
敦
煌
写

本
断
簡
４
点
が
『
金
蔵
論
』
の
一
部
で
あ
る
こ
と

を
論
証
さ
れ
た
。

○
平
成
25
年
度
第
１
回
公
開
研
究
会

　

平
成
25
年
５
月
18
日
（
土
）

   

午
後
３
時
～
４
時
半

　

於 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学 

春
日
講
堂

室
屋
安
孝
（
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
研
究
員
）

「
金
剛
寺
本
『
方
便
心
論
』
に
つ
い
て
」

山
野
千
恵
子
（
本
学
日
本
古
写
経
研
究
所
非
常
勤�

　
　
　
　
　
　
　

��

研
究
員
）

「
テ
キ
ス
ト
校
訂
の
理
論

�����

―
仏
教
テ
キ
ス
ト
の
校
訂
―
」

　

室
屋
氏
は
ク
シ
ャ
ー
ナ
朝
か
ら
グ
プ
タ
朝
前
半

に
か
け
て
形
成
さ
れ
た
イ
ン
ド
仏
教
の
初
期
の
論

証
学
・
論
理
学
を
体
系
的
に
伝
え
る
漢
訳
『
方
便

心
論
』の
金
剛
寺
蔵
古
写
本
に
対
し
、Paul�M

ass

の
批
判
校
訂
の
理
論
とPaup*4.0

を
応
用
さ
れ
、

そ
の
系
譜
が
刊
本
大
蔵
経
本
と
は
異
り
、
古
形
を

保
持
す
る
可
能
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
本

文
の
確
定
に
有
用
で
あ
る
こ
と
を
事
例
を
呈
示
し

論
じ
ら
れ
た
。

　

山
野
氏
はChaim

�M
ilikow

sky

の
説
に
よ
り
、

テ
キ
ス
ト
と
は
何
か
を
論
じ
、
校
訂
テ
キ
ス
ト
と
は

何
か
の
再
現
や
復
元
で
な
く
、
校
訂
者
に
よ
っ
て

再
構
成
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を

踏
ま
え
た
上
で
、
仏
教
テ
キ
ス
ト
の
校
訂
方
法
と

し
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
、
漢
語
文
献
の
差
違

に
焦
点
を
あ
て
解
説
す
る
と
共
に
、
デ
ジ
タ
ル
時

代
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
校
訂
の
意
義
に
つ
い
て
言

及
さ
れ
た
。

　

24
年
度
第
２
回
公
開
研
究
会
、
25
年
度
第
１
回

公
開
研
究
会
と
も
に
、
多
数
の
ご
来
場
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
一

層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

（
上
杉�

智
英
）

公

開

研

究

会

ワークショップ「刊本大蔵経と日本古写経」

公開シンポジウム「宋版大蔵経研究の現在」

平成24年度第2回公開研究会の様子

平成25年度第1回公開研究会の様子
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